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要旨 
 
病院とは国民が安全で安心な医療が受けられる場所であることは周知のことである。近

年、病院機能評価により、病院自体の客観的評価がなされるようになっている。病院機能

評価の評価項目には、“全職員を対象に心肺蘇生（cardiopulmonary resuscitation：以下

CPRという）の訓練が行われている”と示されており、病院全体の取り組みが必要となっ

ている。 

WHOによれば急性期病院での有害事象の発生率は 3.2〜16.6%であり、筆者の施設でも

年間数件の予期しない心停止が発生していることとなる。そのため、筆者の施設では、全

職員を対象にした心肺蘇生講習会（Immediate Cardiac Life Support：以下 ICLSコース）

を不定期で開催し、心停止患者に対応すべきシミュレーション講習を実施している。ICLS

は日本救急医学会が主催する講習会で、“突然の心停止に対して最初の 10分間の適切なチ

ーム蘇生を習得する”ことが目標となっているが、技術習得や知識習得の評価方法は施設

に委ねられている。筆者の施設では ICLS 終了後にアンケート調査（Course Interest 

Survey:以下 CIS）を行っているが、その結果“自信”が明らかに低下していた。その要

因として、客観的評価のための筆記テストやスキル評価が設けられていないことによる蘇

生スキルの習得への不安があると考えた。 

	
 そこで今回、ICLSコースでの習得学習を目指すため、ICLSの目標を課題分析し、ICLS

コースの設計を考えた。ICLS の目標を課題分析した結果をもとに、客観的スキルチェッ

ク表、事前学習の開発を行い、筆者の施設で使用している指導書の修正を行った。今回は、

それらを活用できるまでの ICLSコース設計についての研究成果を報告する。 
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要旨（英語） 
 
	
 We all know that a hospital is a place where people can receive safe and secure 

medical care. In recent years, hospitals have been evaluated objectively through 

hospital function evaluation. The evaluation items of the hospital function assessment 

indicate that "all staff members are trained in cardiopulmonary resuscitation (CPR)," 

which requires a hospital-wide effort.  

According to the International Association of Cardiac Resuscitation Systems (ICLS), 

the incidence of adverse events in acute care hospitals ranges from 3.2 to 16.6%, which 

means that several unexpected cardiac arrests occur at the author's facility each year. 

For this reason, the author holds an occasional Immediate Cardiac Life Support (ICLS) 

training session for all staff members at his facility, and conducts simulation training 

for cardiac arrest patients. The goal is to "learn appropriate team resuscitation for the 

first 10 minutes of sudden cardiac arrest," but the method of assessing skill and 

knowledge acquisition is left to the institution. At our institution, a questionnaire 

using the Course Interest Survey (CIS) was administered after the completion of the 

ICLS, and the results showed a clear decline in "confidence. The reason for this was 

thought to be anxiety about learning resuscitation skills because there was no written 

test or skill assessment for objective assessment. 

	
 The results of the task analysis of the ICLS objectives were used to develop an 

objective skills checklist, prior learning, and to modify the instruction manual used at 

the author's institution. In this article, I will report the results of my research on 

course design until they can be used.

  



 
 

4 

目次 

要旨 ........................................................................................................................... ２ 

要旨（英語） ............................................................................................................. ３ 

第１章	
 背景  ........................................................................................................... ６ 
１−１	
 病院機能評価での心肺蘇生の位置付け .................................................... ６ 

１−２	
 (Immediate Cardiac Life Support)ICLSコース  .................................. ６ 

１−３	
 受講者の ICLSコース修了認定 ................................................................ ７ 

第２章	
 ICLSコース受講者を対象とした調査  .................................................... ８ 
２−１	
 CISの結果  ............................................................................................... ８ 

２−２	
 CIS分析による改善点  ............................................................................ ８ 

２−３	
 学習方法の改善点  .................................................................................... ８ 

第３章	
 スキルチェック表開発のための先行研究・文献調査  ............................. ９ 
３−１	
 Perkinsらの研究内容 ............................................................................... ９ 

３−２	
 アメリカ心臓協会で使用されているスキルチェック表調査 ................ １０ 

３−３	
 他の心肺蘇生コースに使用されているスキルチェック表調査  .......... １０ 

第４章	
 研究の目的・方法  ................................................................................. １１ 
４−１	
 研究デザイン  ........................................................................................ １１ 

４−２	
 研究手順と計画  .................................................................................... １１ 

４−３	
 研究結果の評価  .................................................................................... １１ 

第５章	
 習得学習のための設計  ......................................................................... １２ 
５−１	
 客観的スキルチェック表の開発  ........................................................... １２ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−１−１	
 ICLSの行動目標と課題分析  .................................................. １２ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−１−２	
 ICLSの行動目標と既存スキルチェック表との整合性調査  .. １２ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−１−３	
 スキルチェック表の作成  ......................................................... １３ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−１−４	
 スキルチェック表の整合性調査  .............................................. １３ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−１−５	
 スキルチェック表の ICLSコース運用計画（予定） .............. １３ 

５−２	
 ICLSコース指導内容の修正  ............................................................... １４ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−２−１	
 ICLS行動目標の課題分析結果と既存の指導内容の相違点  .. １４ 



 
 

5 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−２−２	
 指導内容の修正内容（一次救命処置セッション）  ................ １４ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−２−３	
 指導内容の修正内容（気道管理セッション） ......................... １４ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−２−４	
 指導内容の修正内容（モニターセッション） ......................... １５ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−２−５	
 指導内容の修正内容（心停止シミュレーションセッション） １５ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−２−６	
 修正後の指導内容の運用計画 ................................................... １５ 

５−３	
 前提テスト作成  .................................................................................... １６ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−３−１	
 ICLSの行動目標と課題分析  .................................................. １６ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−３−２	
 言語情報を基にしたテストの作成 ............................................ １６ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−３−３	
 作成したテストの共有と評価 ................................................... １６ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５−３−４	
 前提テストの運用計画 .............................................................. １６ 

第６章	
 結果と考察  ............................................................................................ １７ 
６−１	
 スキルチェック表の開発成果と考察  ................................................... １７ 

６−２	
 指導内容修正の成果と考察 .................................................................... １８ 

６−３	
 前提テストの成果と考察 ....................................................................... １９ 

第７章	
 今後の課題  ............................................................................................ ２０ 
参考文献 ................................................................................................................ ２１ 

謝辞  ...................................................................................................................... ２１ 
添付資料  
資料１	
 アンケート内容 
資料２	
 研究協力同意書 
資料３	
 開発した客観的スキルチェック表と根拠を調査した表 
資料４	
 ICLSの行動目標に対する既存の蘇生チェックリストの整合性表 
資料５	
 開発した客観的スキルチェック表とガイドラインとの整合性調査表 
資料６	
 修正した一次救命処置指導書 
資料７	
 修正した気道管理指導書 
資料８	
 修正したモニター指導書 
資料９	
 修正した心停止シナリオ指導書 
資料１０	
 ICLS行動目標達成のための言語情報 
資料１１	
 今後運用予定の前提テスト 
資料１２	
 今後運用予定の前提テスト回答 
  



 
 

6 

第１章	
 背景 
 
１−１	
 病院機能評価での心肺蘇生の位置付け 
	
 全ての患者には、“差別なしに医療を受ける権利を有する”とリスボン宣言で示されてい

る。第一筆者の所属する施設の基本方針には、“良質な医療を受ける権利”“患者さんの安

全に最善の努力を払う”がある。医療安全の視点から病院を見る一部のデータとして、

WHO から米国の急性期病院では年間 3.2％、豪州の急性期病院でも年間 16.6％の有害事

象が発生したと報告されている 1)。第一筆者の施設規模で換算すると、年間約 36件〜191

件程度の有害事象が発生していることになり、安全な医療を提供するための対応が必要と

される。 

第一筆者の所属する病院は特定機能病院でもあり、その役割の中には、高度な医療安全

管理体制の役割を有している。近年では、病院が提供する医療を第三者の立場から中立的、

科学的・専門的に評価するため、病院機能評価の審査を定期に受け医療の質を維持してい

る。病院機能評価項目にも、“全職員を対象に心肺蘇生（CardioPulmonary 

Resuscitation：以下 CPR）の訓練が行われていること”２）とあり、第一筆者の施設で

は、医療安全管理体の維持の一端として(Immediate Cardiac Life Support：以下 ICLS)

コースを不定期で開催し、良質な医療の維持のための役割を担っている。 

 

１−２	
 ICLSコース 
ICLSコースは日本救急医学会による心肺蘇生コースで、“突然の心停止に対する最初の

１０分間の対応と適切なチーム蘇生”を習得することを目的としたコースである。ICLS

コースは、学会が認定したコースディレクターが主導となり開催され、シミュレーション

による演習を１日かけて行う。ICLS コースの開催には日本救急医学会が提示する一定の

基準を満たせば ICLSコース認定を行っている。ICLSコース認定要件は 10項目あり以下

に示す通りである３）。 

１.「突然の心停止に対する最初の 10分間の適切なチーム蘇生を習得すること」を学習目

標に含む。 

2.実技を中心としたコースである。 

3.スキルセッションと、シナリオセッションを含む。 

4.1グループ 5～6名を標準とする。 
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5.認定コースディレクターがコースディレクターとなり、コースの質を保証する。 

6.各ブースに 1名以上の認定インストラクターがおり、各ブースの質を保証する。 

7.コース開催時間は総時間最低 7時間以上とする 

8.インストラクター総数は受講者数の 1.5倍を上限とする。 

（受講者数 5名の場合	
 5名×1.5倍＝7.5名（算出結果が端数の場合は、切上げの為、8

名）までとして下さい） 

9.1名のディレクターが担当出来るブース数は、サブディレクターの有無に関わらず最大 6

ブースとする。 

7ブース以上の場合には、別のディレクターが別にコース申請することとする。 

10.申請内容と結果報告が大きく異なる場合には、地区委員に個別に報告することとする。 

 

１−３	
 受講者の ICLSコース修了認定 
	
 受講者の ICLSコース修了要件には、客観的評価指標である筆記試験や実技試験は必ず

しも設けられておらず、修了認定は ICLSコースディレクターの判断に委ねられている。

ICLSコースの行動目標は、以下の通りとなっている。 

	
 ・蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる 

	
 ・BLS（一次救命処置）に習熟する 

	
 ・AED（自動体外式除細動器）を安全に操作できる 

	
 ・心停止時の 4つの心電図波形を診断できる 

	
 ・除細動の適応を判断できる 

	
 ・電気ショックを安全かつ確実に行なうことができる 

	
 ・状況と自分の技能に応じた気道管理法を選択し実施できる 

	
 ・気道が確実に確保できているかどうかを判断できる 

	
 ・状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる 

	
 ・治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動にできる 

	
 ICLSコース終了時にこれらの目標達成を目指している。ICLSコースはコース責任者で

あるコースディレクターにより質の保証がされているが、ICLS コース終了認定の明確な

基準は示されていない。第一筆者の所属する施設では、ICLS コース受講普及率を上げる

ため、コースディレクターの判断により客観的評価指標による筆記試験や実技試験を実施

していない。受講者は ICLSコースに参加することで学会認定を受けることが可能となる
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いわば参加型学習となっている。 
 
第２章	
 ICLSコース受講者を対象とした調査 

 
２−１	
 CIS (Course Interest Survey:以下CISという)の結果 

CISはインストラクター主導の授業や研修に対する学習者の反応を測るために設計され

たものであり、ARCS カテゴリーの 34 項目で構成されている４）。そして第一筆者の病院

で過去に開催した ICLSコース受講後に、受講者の ICLSコース に対する反応を測るため

CIS を用いてアンケート調査を行っている（添付資料１）。アンケート調査の同意書（添

付資料２）にて同意を得た受講者に対し CISを行った結果を示す（図１）。 

図１	
 ICLS受講後の ICS調査結果 

 

 
２−２	
 CIS分析による改善点 
当施設では、ICLS コース終了後毎回、受講者に対して ICLS コース内容の改善を目的

とし、CIS を用いたアンケートを実施ししているが、“自信”に関する得点のみが他の項

目より低い数値となっている。受講後の自信の低さについては様々な要因が考えられるが、

その中の一つとして、客観的評価のない状態での ICLSコース終了が蘇生技術習得の不確

実性につながるのではと考えた。 

 

２−３	
 学習方法の改善点 
ICLS はシミュレーション中心の学習 ICLS コースとなっており、行動目標は示されて

3 
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4 
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 自信	
 満足感	
 

ICLS受講後のCIS調査結果　n=286	
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いるが、目標到達までのプロセスはインストラクターに委ねられている。そこで、目標の

性質を分類し、ICLS の掲げている行動目標との整合性の高い指導内容や評価を示す必要

があると考えた。 

第一筆者が所属する病院で開催される ICLS コースの技術習得を支援するため、ICLS

コースの行動目標 10 個すべて課題分析した。行動目標を課題分析することで、目標到達

までの道標や客観的評価指標を得ることが可能となった。課題分析の結果で得られた言語

情報に関する項目は事前課題、知的技能に関する項目は ICLSコース指導内容、運動技能

に関する項目は客観的スキルチェック表開発に用いて、ICLS コースの修正に活用するこ

とを考えた。客観性と確実な技術習得の方法として、客観的スキルチェック表の開発と導

入を行い、客観的スキルチェック表は受講者とインストラクターが共有し、指導者の主観

的な評価ではなく客観的な評価と公平性が維持できると考えた。客観的スキルチェック表

の導入は、受講者にとって ICLSコース内で獲得すべき蘇生技術内容も理解できるため、

効果的であると考えられる。また、課題分析による知的技能の内容で既存の指導内容の修

正を行うことは、目標達成までの効率的な指導が可能となると考えた。さらに、筆者の施

設では全医療従事者を対象としているため、普段蘇生の現場に居合わせることの少ない職

員にとっては医師や看護師が普段使用している用語など触れることが無い。そのような受

講者に対し、言語情報で得られた内容を事前課題として取入れ、蘇生時に使用する用語を

理解できる支援を考えた。事前課題を ICLSコース受講の前提条件とし、受講者の蘇生に

は蘇生の場で使われる用語を覚えさせ、蘇生用語を共通認識できることを考えた。 

 
第３章	
 スキルチェック表開発のための先行研究・文献調査 
 
３−１	
 Perkinsらの研究内容 
	
 客観的スキルチェック表の開発にあたり、国内外の蘇生シミュレーションコースにおけ

る文献を CiNiiで調査を行った。先行研究では、Perkinsらの研究で使用されている The 

cardiac arrest scenario test（CASTest）について調査を行った５）。 

CASTest は英国蘇生協議会で開発されたもので、心停止シミュレーションスキルの評

価を行うテストとして用いられている。CASTestスコアリングシステムの構成概念妥当性

を支持されている。このことから、今回 CASTest を用いて ICLS 客観的スキルチェック

表の開発を考えた。その評価内容の詳細を調査したが、日本国内の図書館に問い合わせる
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が所蔵していないことがわかった。 

 

３−２	
 アメリカ心臓協会（American Heart Association：以下 AHA）で使用さ
れているスキルチェック表調査 

AHA は、国際蘇生連絡委員会により協議された国際コンセンサス（Consensus on 

Science with Treatment Recommendations:以下 CoSTR）に基づき、蘇生行為に関する

エビデンスの高い内容を含めたスキルチェック表がある。AHA の蘇生コースは、統一さ

れた指導の徹底が教育されており、ビデオによる視聴学習とシミュレーション演習が混合

されている。AHA のスキルチェック表６）は、胸骨圧迫方法は具体的に数値化された内容

が示され、非常に評価しやすい項目も多数あり客観的スキルチェック表の開発に流用する

こととした。 

第一筆者の所属する施設では受講対象が全医療従事者で、普段から蘇生技術を学ぶこと

や蘇生に必要な医療機器や薬剤に触れることも少ない受講者もいる。そのため、具体的な

表現による動きの評価を示し、受講者が客観的スキルチェック表を見れば動き方をイメー

ジしやすくする必要があり、AHAのスキルチェック表をそのまま ICLSコースで使用する

ことは困難であった。以下に今回、蘇生コースに関する調査を行った結果を示す（添付資

料３）。 

 

３−３	
 他の心肺蘇生コースに使用されているスキルチェック表調査 
ICLS の技術習得のためのスキルチェック表は ICLS 指導者ガイドブックに掲載されて

いたが、AHA同様に受講者に対する具体的な行動内容までは掲載されていなかった。  



 
 

11 

第４章	
 研究の目的・方法 
 
本研究の目的は、ICLS コース内で教える蘇生技術の習得を目指すため、“ICLS の 10

の行動目標”を網羅した ICLSコース内で使用できるスキルチェック表の開発と ICLSコ

ース内容の修正を行うことである。 

国内の先行研究では、大石の「ICLS 講習会におけるインストラクターが持つ基本教授

技術の明文化と共有促進」７）や岩永の「ICLS インストラクター増加を目的としたブレン

ド型 e ラーニングコースの開発-ガニエの９教授事象に基づくロールプレイ演習-」８）があ

るが、いずれもインストラクターに対しての研究となっている。ICLS コースに対しての

コース開発の研究はなく、今回のように ICLS コース自体の開発研究は、ICLS コース本

来の目的である技術習得学習への転換するために有用な研究だと考えている。 

 
４−１	
 研究デザイン 
教材開発研究 

スキルチェック表開発・コースデザイン修正 

 

４−２	
 研究手順と計画 
ICLS の行動目標を課題分析し、行動目標に合わせた客観的スキルチェック表を開発す

る。開発した客観的スキルチェック表を ICLSコース責任者である、コースディレクター

の評価を受け使用許可となるまで修正を行う。 

指導者用に筆者の所属している施設で使用している指導書の内容を見直す。課題分析結

果で得られた、知的技能の項目を基に既存の指導書の内容修正を行い、客観的スキルチェ

ック表と同様にコースディレクターからの使用許可が出るまで修正を行う。また、言語情

報で得られた結果は、事前学習に取入れる。なお、実際の使用は筆者が ICLSコース関係

者すべてに周知し同意を得られた段階で導入とする。 

 

４−３	
 研究結果の評価 
客観的スキルチェック表の評価は、ICLS コース内で実際に使用した受講者、指導者に

より評価を得る。指導内容の評価は、受講後の客観的スキルチェック表の目標到達度によ

り、指導箇所を分析し指導内容を修正していく。  
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第５章	
 習得学習のための設計 
 
	
 第一筆者の施設での ICLSコースは ICLSコース受講普及率を上げるため、コースディ

レクターの判断で、客観的評価指標は用いていなかった。これは、知識・技術習得の確認

ができておらず履修学習となっていた。そのため、ICLS コースの設計を習得学習に向け

て修正する必要があり、コース内容はインストラクショナルデザインに基づき再修正を行

った。 

	
 修正内容では、ICLSコース開催前に受講者の入口を設けた。ICLSコース受講対象者は

病院内の医療従事者全てであるため、蘇生に対する知識を一定にする目的で前提テストを

合格しなければ、ICLS コース受講できないようにした。次に、受講者の ICLS コース内

でのスキル習得を客観的スキルチェック表を用いてコース終了の出口を設定、技術習得状

況がわかるようにした。 

 

５−１	
 スキルチェック表の開発 
 
５−１−１	
 ICLSの行動目標と課題分析 

ICLSの 10の目標を課題分析し、具体的な行動を行うための指標を作成した。行動目標

の学習課題を、言語情報、知的技能、運動技能、態度のそれぞれの項目に沿って ID 専門

家指導もと分析を行った。運動技能領域の学習課題内容は、ICLS コースで客観的評価を

行うための客観的スキルチェック表に用いることにした。運動技能に関する学習課題は

124項目となった。 

 

５−１−２	
 ICLSの行動目標と既存スキルチェック表との整合性調査 
	
 AHA などで使用されている既存のチェックリストの調査と、それらの内容の整合性を

日本蘇生協議会による蘇生ガイドライン 2015９）とチェックリスト内容が具体的となって

いるかを調査した（添付資料３）。調査結果として、BLS に関しては流用可能な具体的な

数値化されたものが多かったものの、第一筆者の所属する施設での ICLSコース参加者は、

普段から蘇生現場に居合わせる機会の少ない医療者も対象としているため行動内容も具体

的に分かりやすいものにする必要があった。蘇生に興味があり学習し、AHA などの蘇生

講習会に参加している学習者には分かりやすいものでも、第一筆者の所属する施設では具
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体性に欠けると判断した。 

 
５−１−３	
 スキルチェック表の作成 
	
 AHAなどで使用されている既存のスキルチェック表は、CoSTR基づいたエビセンスの

高い内容を多く含んでいたため、開発したスキルチェック表に活用した。そして、ICLS10

の行動目標達成のため、学習課題を分析し得られた運動技能の学習課題の内容を含めたス

キルチェック表を開発した（添付資料４）。開発にあたっては、学習課題に関しては、ID

専門家の意見を参考に修正を繰り返した。また、蘇生内容に関しては、コースディレクタ

ーから形成的評価を受けながら、ICLS コース内で使用できるまで修正を行い、コースデ

ィレクターからの使用許可を得ている。 

 

５−１−４	
 スキルチェック表の整合性調査 
開発したスキルチェック表内容は、日本蘇生協議会の蘇生ガイドライン 2015 を用いて

整合性を開発した 124項目すべて調査した。調査結果としては、開発したすべての項目に

おいて根拠を示すことができている。以下に、整合性を調査した結果を示す（添付資料５）。 

 

５−１−５	
 スキルチェック表の ICLSコース運用（予定） 
開発した客観的スキルチェック表については、筆者の所属する施設のコースディレクタ

ーから使用許可は得ている。また、実際に開発した客観的スキルチェック表を使用するイ

ンストラクターに対しては、事前の説明会を設ける計画としている。事前の説明会では、

受講者約とインストラクター役を設け、実際の ICLSコース同様の内容を行い、客観的ス

キルチェック表を使用していく。開発した客観的スキルチェック表は、運動技能の学習課

題のたなっているため、具体的内容の評価項目がおおくなっている。パイロット版として

事前の説明会で、客観的スキルチェック表を使用したインストラクターや受講者役からの

形成的評価を受け更に修正は必要であると考えている。また、状況によっては、ITを活用

しモバイルでの操作などを実現させることができれば実用性の高いものとなることが期待

できる。 
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５−２	
 ICLSコース指導内容の修正 
 
５−２−１	
 ICLS行動目標の課題分析結果と既存の指導内容の相違点 
	
 行動目標を ID 専門家の指導のもと、課題分析した結果をもとに指導内容も修正を行っ

た。第一筆者が所属する施設では、既存の指導書をインストラクターが共有し内容把握し

た上で、実際の ICLSコースで指導を行っている経緯がある。コースディレクターに指導

書の修正許可を得てから、学習課題の内容を踏まえた修正を行った。また、修正した指導

内容は第一筆者の所属するインストラクターと常に共有した。指導内容に関しても、イン

ストラクターからの意見等を聞きながら適宜修正や説明を行った。 

 

５−２−２	
 指導内容の修正内容（一次救命処置セッション） 
全ての指導書に対して、各パートで ICLSの行動目標を可視化できるように修正した。

理由としては、ID専門家より ICLSのこう行動目標が知的技能となっていると指摘があり、

受講者に習得してもらう内容を明らかにするため、可視化できるように修正した。また、

指導者が時間経過を伝え、時間管理を厳重にできるよう変更した。客観的スキルチェック

表評価項目を指導書に反映させ、指導と評価に相違が生じないよう修正した。以下に、一

次救命処置指導書を添付する（添付資料６）。 

 

５−２−３	
 指導内容の修正内容（気道管理セッション） 
気道のセッションは普段から使い慣れない医療機器や手技があり、実際に使用しながら

問題点を受講者が解決できる様指導内容を修正した。また、いろんな医療機器もインスト

ラクターが説明を行うのではなく、受講者に実際に触れシミュレーターに使用しがら体感

できる様に修正を行った。気管挿管は、医師が実施する医業だが看護師も体験することが

できる様に ICLSコース自体が設計されている。しかし、医師しか実施できない手技を限

られた時間の範囲内で指導することは困難であるため、十分な時間を割けるように指導書

を修正した。また、実際の気管挿管は食道挿管や片肺挿管など患者の予後に影響を与える

リスクを伴う手技であり、指導書にはそれらのリスク回避の方法を具体的に提示し指導す

るように追加した。ラミネートなども用意し、口頭での説明のみでなく視覚からも注意事

項に関する情報が入手しやすい様に修正を行った。以下に気道管理の修正した指導書を添

付する（添付資料７）。 
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５−２−４	
 指導内容の修正内容（モニターセッション） 
除細動器によるモニターセッションでは、安全に除細動器を扱わなければ臨床での事故

につながるため、安全管理に重点をおいた指導書の修正を行った。安全管理の場面では受

講者に声を出し、安全管理を行うよう修正した。除細動器自体に不慣れな受講者もいるこ

とを考慮し、何度でも練習できる様に修正を加えた。蘇生時に使用することの多い除細動

器は、受講者が普段取り扱わない医療機器だと考え、十分な時間を割き操作方法や実施方

法など全員が体験できる指導内容に修正した。以下に修正した指導書を添付する（添付資

料８）。 

 

５−２−５	
 指導内容の修正内容（心停止シミュレーションセッション） 
心停止シミュレーションでは、心停止時の心電図波形により治療方法が変化するため合

計 12 個のシミュレーション内容となっている。心停止シミュレーションは ICLS コース

の後半に、ICLSコースの前半で取得した知識や技術を活用するセッションとなっている。

各シミュレーションでは行動目標のポイントがわかりやすいように追加した。各シミュレ

ーションでは、心停止の原因検索が重要なポイントであるため、どのように原因検索を行

うかなど、具体的な指導内容を追加した。また、蘇生に不慣れな受講者には、シミュレー

ション時にインストラクターが家族役として参加し心停止シナリオを誘導する役割を担え

るように追加した。以下に修正した指導内容を添付する（添付資料９）。 

 

５−２−６	
 修正後の指導内容の運用計画 
	
 指導内容修正は第一筆者所属のインストラクター間で修正内容を共有した。修正した指

導内容の運用計画として、受講者に指導する前に試験コースとして、第一筆者の所属する

全てのインストラクターに対し、第一筆者から修正箇所や開発した客観的スキルチェック

表の説明を行う。その上で、１日を通しインストラクター役割と受講者役割に分かれ、修

正した指導内容・客観的スキルチェック表を運用し試験コースを開催する。試験コース後

に、修正した指導内容や客観的スキルチェック表ついての意見を述べてもらいまとめる。

後日、コースディレクターと第一筆者により試験コースの評価を行う。 
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５−３	
 前提テスト作成 
 
５−３−１	
 ICLSの行動目標と課題分析 
 行動目標を ID専門家の指導のもと課題分析した結果、ICLSコース学習課題のための言

語情報は１０６項目であった（添付資料１０）。 

 

５−３−２	
 言語情報を基にしたテストの作成 
	
 第一筆者の所属する施設では、医療者を受講対象としている。医療者の中には、リハビ

リ部門、薬剤部門など普段から心停止に遭遇する機会の少ないものもいる。そのような受

講者を対象としているため、ICLS受講の前提条件として、ICLSで使用する共通言語を理

解しておく必要がある。学習課題を分析して得られた言語情報をもとに筆記形式の前提テ

ストを作成した。以下に作成した前提テストと模範回答を示す（資料１１,１２）。 

 

５−３−３	
 作成したテストの共有と評価 
	
 作成した前提テストはインストラクター間で共有し、インストラクターから前提テスト

に関する評価を受けた。評価内容は、問題数の多さの意見があったが、受講者に ICLSコ

ース前に獲得してほしい言語情報であるため問題数は多いままとしインストラクターから

使用の承認を得た。 

 

５−３−４	
 前提テストの運用計画 
	
 前提テストは、インストラクターからの評価と承認を得ており、パイロット版として今

後実際の ICLSコースでの運用を開始する予定である。運用に際しては、第一筆者の所属

する ICLS コースのコースディレクターからは許可を得ている。受講者には、ICLS コー

ス開催１ヶ月前にメールで前提テストを送信し、ICLS コース開催前までに何回でもテス

トを受けられるようにする。前提テストは８割以上を合格とし、８割未満の受講者に対し

ては、前提テスト不合格の場合には ICLSコース受講不可とする。 
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第６章	
 結果と考察 
 
６−１	
 スキルチェック表の開発成果と考察 

ICLS コースの受講者の終了要件について調査した結果、客観的評価による終了要件は

なかった。そこで、ICLSの 10の行動目標を達成させ、ICLSコースを履修学習から習得

学習に変化させるため教材を見直した。ICLS コースは実技主体のシミュレーションコー

スで、受講者の行動評価を行うため客観的スキルチェック表の開発に至った。 

客観的スキルチェック表開発には、ICLSの 10の行動目標を ID専門家の指導のもと課

題分析した。課題分析結果で得られた運動技能の項目のみ客観的スキルチェック表の項目

として採用した。今回の開発で、課題分析結果から運動技能に関する客観的スキルチェッ

ク表の項目は124項目で、一次救命処置内容45項目、二次救命処置内容79項目となった。

その中で、AHA などで使用されている既存のチェックリスト内容と開発した運動技能項

目が重複している項目があったが、内容を吟味し採用した。また、開発した客観的スキル

チェック表の内容は、使用する指導者間で内容を共有し、項目の修正を行った。 

開発した客観的スキルチェック表の運用のため、使用予定のインストラクターに対して

は、事前の内容説明を行う予定である。また、実際に受講者に使用する前に ICLSコース

関係者による模擬 ICLSコースを開催し、実際に使用した意見を集積し、修正が必要であ

れば受講者に使用する前に再度修正するようにしている。 

客観的スキルチェック表の使用方法は、紙運用で受講者が ICLSコース中いつでも内容

の確認ができるようにする。そして、受講者の運動技能の評価は常にインストラクターが

行い、受講者は評価内容を確認できるようにする。 

	
 ICLSコース受講者は、ICLSコース内容を学び履修すれば終了認定されることになるが、

受講者の技術習得に関しての客観的な評価指標がなく、受講者が ICLS の 10 の目標達成

しているかの把握は困難である。このような参加型の履修学習では、受講者が行動目標を

達成しているかの評価は受講者自身も困難である。一方、AHAの BLSコースでは、受講

者の合格要件として全てのコースプログラムへの参加、筆記試験 84％以上、実技評価の基

準を満たさなければならないと明確に提示している。これまでの筆者が所属する ICLSコ

ースでは、受講者の技術習得の評価はされておらず、インストラクターの主観的な評価に

頼っていた。さらに、インストラクター自体も経験値の違いがあることから、インストラ

クターの主観的な評価では、受講者の技術習得状況に差が生じてしまう恐れがあった。
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ICLSコースガイドブックでも、ICLSコースの普及に伴い、主催者・地域によって指導内

容に差が見られていることを言及している。これは、国内の医師以外の蘇生に関わる看護

師、救急隊員等にも広く普及させることが需要であったと推察できる。その結果、明確な

評価指標を示さず受講しやすい環境を提供することで、受講者の蘇生技術に関する習得状

況は把握できない状態となってしまった。この問題を解決するため、客観的スキルチェッ

ク表を開発することは、参加型学習から習得学習への転換になるのではと考えた。さらに、

インストラクター自体も経験値の差があることから、客観的スキルチェック表はインスト

ラクター間で受講者の技術習得状況把握のための共通ツールとしての活用も期待できる。 

	
 客観的スキルチェック表開発にあたって、ICLS の行動目標を筆者の課題分析結果をも

とに、ID専門家からの評価を受けており、学習課題を妥当に分析できていると推察できる。

一次救命処置項目が二次救命処置項目よりも少ない理由としては、国際蘇生連絡委員会に

よる国際コンセンサスで、一次救命処置に関して、具体的な数値が示されていることがこ

のような結果につながったと考えられる。逆に二次救命処置に関しては、薬剤投与や高度

な気道確保、蘇生原因の検索などの治療的側面が多くなるため、役割が多岐に渡ることが

項目が多くなった理由と考えられる。しかし、蘇生に必要な運動技能を表在化させること

は、受講者にとって動きの可視化ができ蘇生の現場に立ち会ったことのない受講者でも蘇

生技術のイメージがしやすくなる効果があると考えられる。そして、蘇生技術習得のため

の明確な目標が客観的スキルチェック表で示されていることで効率的な学習の支援になる

と考えられる。 

	
 受講者とインストラクター間で、客観的スキルチェック表という共通のツールを使用す

ることで、インストラクターの主観にとらわれず公平性を維持することができる。 

 

６−２	
 指導内容修正の成果と考察 
ICLS受講者は ACLSのインストラクター経験者などから指導を受けることができてい

たが、今後は ICLSの普及により ICLSのみ受講した指導者が増えることは必然だと考え

られる。ICLSコースの指導には特定の指導書やスキルチェック表はなく、ICLSの指導者

は他の指導者の指導方法を見ながら覚えたりしなければならない。人から人への伝達方法

として、口頭での伝達や見て覚える手法は、実際に指導している指導者の意図は伝わりに

くいと推察される。また、受講者の背景も様々で医師から薬剤師、放射線技師など普段の

業務の視点も違い、疑問点も変化してくる。ICLS コース内での共通した指導書はそのよ
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うな、多様な受講者に対し一定基準の指導を行うための道標となるのではないかと考えら

れる。 

 

６−３	
 前提テストの成果と考察 
	
 前提テスト作成のため、ICLSの行動目標を課題分析し、１０６項目言語情報に関す

る課題を見つけることができた。言語情報は ICLS受講者にとって ICLSコースを効果的

に受講するため必要なものであると考えた。なぜなら、第一筆者の所属するコースの受講

対象者は、所属するすべての医療従事者となっていることが関係している。病院内で働く

医療従事者には様々な職種があり、患者との接触がほとんどない医療従事者も対象となる。

院内で働く医療従事者は、いつどこで患者の心停止に遭遇するかわからず、心停止患者の

場合、早期からの対応が患者の予後に影響を及ぼす。そのような理由から、病院で安全な

医療を提供するため、第一筆者の所属する ICLSコースではすべての医療従事者を対象と

している経緯がある。そのため、職種によっては薬剤に触れないリハビリ部門もあれば、

患者に触れる機会がない薬剤部門も存在する。実際に第一筆者の所属する ICLSコースで

は過去に、薬剤師、放射線技師も受講している。様々な職種が受講しやすい環境を整える

ためにも前提テストを設け、言語情報を理解しておく必要があると考えた。開発した前提

テストにより、ICLS コース内で使用する言語に対する理解が可能となり、受講者とイン

ストラクターが共通言語を用いて ICLSコースの進行が可能になると考えた。  
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第７章	
 今後の課題 
 
	
 客観的スキルチェック表では、項目内容をさらに厳選し、受講者やインストラクターが

使用しやすい様に改良する必要があると考えている。客観的スキルチェック表での評価項

目が多くなると、物理的にインストラクターが受講者から目を離さなければならない回数

も多くなってしまう。インストラクターからの形成的評価を受けながら、評価項目の修正

とともに、指導内容へ反映させる必要があると考えている。そして、スキルチェック表の

使用易さを向上させるためにも、ITを活用し常時内容のアップデートを行い、評価を行い

やすくすることも考えなければならない。 

	
 前提テストでは、言語情報獲得のための問題数が多くなっているが、問題内容を削除す

ることは現段階では考えていない。しかし、問題内容をランダムに出題できるように IT

を活用することを考えている。ITを活用することで、事前に前提テストの受講状態を把握

することができ、受講者の前提テストに対する支援も早期に介入することができると考え

られる。 
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資料１	
 アンケート内容 

 

1。

当てはまるものをすべて選択してください。

同意する
同意しない

2。

当てはまるものをすべて選択してください。

男性
女性

3。

当てはまるものをすべて選択してください。

1年目
2～4年目
5～10年目
10～15年目
16年目以上

ICLSアンケート
本日はお疲れさまでした。本コースは終了後の筆記試験などは行っていませんが、今後も
より良いコースにするためにアンケート調査を行っていますのでお答えください。
本アンケートは学会発表としての使用目的もあります。研究では、受講生に対しより良いコース内容に
するために信頼性の高い興味度調査を含んでいます。お答えいただいた結果はデータ化し個人情報が漏
れないようにし、デ研究目的で使用した場合には、研究後にデータは完全削除いたします。なお、研究
参加に同意しない場合でも、終了証等には全く影響はございません。
何かございましたら、代表研究者　西尾宗高　e-mail:er-nishio@ks.kyorin-u.ac.jpまでご連絡下さい。
*必須

アンケートの目的意図を理解した上で同意していただける方は”同意”にチェックをして進
んで下さい。

あなたの性別を教えてください

あなたの経験年数を教えてください
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4。

1 つだけマークしてください。

医師

研修医

看護師

薬剤師

放射線技師

検査技師

救急隊

その他

5。

1 つだけマークしてください。

資格取得

スキルアップ

以前から興味があった

上司・同僚の勧め

インストラクターになるため

6。

1 つだけマークしてください。

全く思わない

1 2 3 4 5

とてもそう思う

あなたの職種をお答えください *

あなたの受講動機をお教えください

このコースはあなたの受講動機を満たすものでしたか
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7。

1 つだけマークしてください。

非常につまらなかった

1 2 3 4 5

とても楽しかった

8。

1 つだけマークしてください。

とても短い

1 2 3 4 5

とても長い

9。

1 つだけマークしてください。

非常に判りにくい

1 2 3 4 5

とてもわかりやすい

10。

1 つだけマークしてください。

非常につまらなかった

1 2 3 4 5

とても楽しかった

BLSブースはどうでしたか？

BLSの時間配分はどうでしたか？

BLSのインストラクションはどうでしたか？

気道管理ブースはどうでしたか？
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11。

1 つだけマークしてください。

とても短い

1 2 3 4 5

とても長い

12。

1 つだけマークしてください。

非常にわかりにくい

1 2 3 4 5

とてもわかりやすい

13。

1 つだけマークしてください。

非常につまらなかった

1 2 3 4 5

とても楽しかった

14。

1 つだけマークしてください。

とても短い

1 2 3 4 5

とても長い

気道ブースの時間配分はどうでしたか？

気道ブースのインストラクションはどうでしたか？

モニターブースはどうでしたか？

モニターブースでの時間配分はどうでしたか？
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15。

1 つだけマークしてください。

非常にわかりにくい

1 2 3 4 5

とてもわかりやすい

16。

1 つだけマークしてください。

非常につまらなかった

1 2 3 4 5

とても楽しかった

17。

1 つだけマークしてください。

とても短い

1 2 3 4 5

とても長い

18。

1 つだけマークしてください。

非常にわかりにくい

1 2 3 4 5

とてもわかりやすい

モニターブースでのインストラクションはどうでしたか？

午後のシナリオブースはどうでしたか？

シナリオブースでの時間配分はどうでしたか？

シナリオブースでのインストラクションはどうでしたか？
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19。

1 つだけマークしてください。

非常につまらなかった

1 2 3 4 5

とても楽しかった

20。

1 つだけマークしてください。

とても短い

1 2 3 4 5

とても長い

21。

1 つだけマークしてください。

全く思わない

1 2 3 4 5

是非勧めたい

22。

1 つだけマークしてください。

全く思わない

1 2 3 4 5

かなり思う

コース全体を通じてどうでしたか？

コース全体の時間配分はどうでしたか？

このコースを他の人にも勧めたいですか？

このコースを続けた方が良いと思いますか
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23。

1 つだけマークしてください。

全く思わない

1 2 3 4 5

かなり思う

24。

25。

1 つだけマークしてください。

1,000円

5,000円

10,000円

15,000円

20,000円

30,000円

それ以上

26。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

満足
度調
査

これからのアンケートは動機付けモデルのアンケートとなります。英語の直訳のためわかりにくい表現
があると思いますがお答えください。

コース内容は臨床でも活用できそうですか

コースでお気付きの点があれば教えてください

このコースに金銭的価値をつけるならいくらつけますか？

インストラクターは、コースの内容を理解し、熱心に取り組ませようとしていた
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27。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

28。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

29。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

30。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

このコースで学習した内容は役立つと思う

このコースをうまくできる自信があった

このコース内で興味を持たされる事はほとんどなかった

インストラクターはこのコースの内容が重要だと思わせていた
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31。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

32。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

33。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

34。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

このコースで良い成績をとるには幸運が必要だった

このコースで成功するために相当な努力を必要とした

このコース内容が、私がすでに知っている事とどのように関連するのかがわからなかっ
た

このコースで成功するかどうかは自分次第だった
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35。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

36。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

37。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

38。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

インストラクターは要点に近づくときに、ドキドキ感を演出した

このコース内容は、私にとって難しすぎた

私はこのコースにかなり満足している

このコースに参加するとき、私は高い目標を立てて、そこに到達しようとしていた
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39。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

40。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

41。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

42。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

私の成績やその他の評価は、他の受講生と比べて公平だったと思う

このコースの他の受講生達は、内容に興味を持っているようだった

私はこのコースで楽しく学習できた

インストラクターが私の課題にどのような成績をつけるのか予測するのは困難だった
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43。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

44。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

45。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

46。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

コース内でのパフォーマンスを自己評価した上で、インストラクターの評価には満足し
ている

このコースから学んだ事に満足している

このコース内容は私の期待や目的と関連していた

インストラクターは、興味を引くために普段と違う事や驚くような事を行った
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47。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

48。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

49。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

50。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

他の受講生達はこのコースに積極的に参加していた

受講動機を達成するために、このコースで良い成績を収めることが重要だった

インストラクターは、さまざまな面白い教育方法を用いていた

このコースを受けて何か得をするとは思えなかった
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51。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

52。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

53。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

54。

1 つだけマークしてください。

全く当てはまらない

1 2 3 4 5

とても当てはまる

このコースを受けている間に、私はよく空想にふけっていた

このコースを受けていて、十分に努力すれば成功できると信じていた

このコース受講による個人的な利益は明らかにあった

このコースで尋ねられた質問や与えられた問題によって、私の好奇心がよく刺激された



 
 

36 

資料２	
 研究協力同意書 

 

 

 

ICLS コース参加者の保護に関するお願い 

 

杏林 ATT ICLS コース 

ICLS コースは、シナリオを用いたシミュレーション研修を行うことを通じて、実際の現場でより適切

な判断ができるようになることを目的としています。この目的を達成するためにより困難な課題が

提示されることがあります、その中で受講者が不適切な判断を行うこともありえます。 

こうした失敗について振り返り改善策を見つけることこそ、シミュレーション研修の大きな意義の一

つです。そうしたエピソードがコース外で広まり、受講生が不適切な批判にさらされることは、本コ

ースの使命と目的に反するだけでなく、全ての学ぼうとする過程を妨げるものです。 

 

そこで、コース参加にあたってすべてのスタッフ・受講者に、「安心して失敗でき、その失敗から新

たなことを学べる」コースづくりのため、コース内で行われたことに関するあらゆる情報についてコ

ース以外で口外しないことについて書面での同意を求めます。 

 

また、コースではプログラムの改善のため、スタッフおよび受講者に対して写真・映像記録やアン

ケートを実施しますが、これらは必要に応じて個人を特定できないようにして利用し、上記のような

批判にさらされるような使用はしません。こられの資料は、教育、研究、または、医療従事者向け

トレーニングコースの需要調査やコース紹介のみに使用します。 

同意書 

上記文章を読んで理解し、本コースでの参加者の保護に関する方針について同意します。 

 

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

署名                             署名                        

         年      月      日 
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資料３	
 ICLSの行動目標に対する既存の蘇生チェックリストの整合性表 
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資料４	
 開発した客観的スキルチェック表と根拠を調査した表 

 

 
  

ƥLœĎ ʬʗʭʝɸʪʕ˃ːʞ ʬʗʭʝȋœ 3�ŏ5� _ b

î¯DŰƯ ÖÞDî¯XŰƯOUJ?C>D8ƞť>DUŢŎ?¸Ĭ>DU
frɸ�1ʑŝƼɦʎɍ�1ʑƑɘɦ3�ŏɵĽĢɳɤɱɹɌǐɸ²ăəɓʎɌ�5ɶĺəũɭǗʅɱɔʎɵɴəɓʍɌɩʏɪʏɸĽĢɶ»ɥɱ�1ʑŝ#ɦʎɍ�1əŝ#ɢʏɱɔɵɔɳ=îɤɫ|_ɶɹɌ*ŋƆɶɹÞ
ŤɜɨɧɌĩǺʈǄ�Ŭɸ@Řʑ³ɯɍèJƆƛǏɸ�1ʑŝ#ɤɱƩèJƆʑ~ʈɢɵɔɠɳɹɌ*ŋƆʑJɞʎɠɳʋʍʆ+-ɢʏʎɍȶȻȯțȺȠȣȩ

g����l�BèDAå>:è�é>OB�A@?×HB+ACSg����l�DǠXLUJ?C>DU

×HB+?ÒĳBg����l�D�ƏXƻ)ÎDACSg����l�DǠXƣ=ËČDĶŞXŰƯOUJ?C>DU

ĔX�,ACSèå>�X×IJ?C>DU

ČĦƊCĸ7S8ČĦƊDǠXƣACSAEDK7EǒžÃÛ8Ĩč`�r8Ƅče��XRVSVČĦƊB�#UJ?C>DU
g����l�DŁBŮDŠĔX¼ǞǆBą=8ËøDĔ>g����l�D�ǟXĠ�OUJ?C>DU Âǃɸɵɔ*ŋƆɹƝĉğ�ɶʋʎĚǦǶ}ɸ\Ɛ¾əɓʎɸɲɌĚǦŝ#əºƩɳɵʎɠɳəɓʎɍĚǦŝ#ɸœŏɲɌȎǬ´�ɓɡ-Ù�ʑƥɮɫʍɌ*ŋƆɸ��ʑp·��ɳɤɱʆʋɔɍȶȻȯțȺȠȤȢȟȤȣ

g����l�DƒǇmƗǆXūƤ0ACS8ǠXg����l�DÍDƽ)Bõ48×ÕC UBXŰƯOUJ?C>DU
gdɹ*ŋƆɸ�OǏ˔ƏɳƖǬʑcʄ˕ɸLɚʑƪɱƸ ɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȢ

ìÄX¥9;;8�ǟBą=7ĔXĨÁƊDƽ!©B UǚÃƔBPSOJ?C>DU ĚǦʑŝ#ɤɱē¤ɵgdɸüĹʑŝƼɦʎ˔ĻſƆèJƆɹ`÷ɶȍLƒɸÔLʑŝƼɦʎɍ

ńĒķ×ÕCƣSVUâÑBE8×ÕE0=!A!?¸ĬOUJ?C>DU *ŋƆɶU»əɵɜɌgdəɵɔɘĔÇþgdəƼʅʌʏʎ|_Ɍɓʎɔɹɩɸ=îɶƛ$ə×ɱɵɔ|_ɹ¹(Ēɳ=îɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȢ

ǚÃƔE�©ƨV=A!

�ƪDìÄ>×Õ�ƔĝC UBXǮŲ��10Ų�±>ŰƯ>DU Mōµ
ƆəƒÔɸŝƼʑƥɕ|_ʆɌ˗˖š��ɘɞʎɿɚɲɹɵɔɍ

ǚÃƔ>ƔĝDŰƯC>DA+VF8ƒǢàƾBS��0XǎëOUJ?C>DU ɏƒÔə�vɤɵɔ|_ɐɌʂɫɹƒÔɸ�vəňʐɤɔ|_ɹɌ˘:ǸɸƏȕuǛʑǷ�ɤɱɌȯȺȻʑŻżɦʎɍȭȴȭțȺȠȣȣȨ

g����l�X�Ƙ�BöB4=8ĨÁƊEg����l�DƒDŁBGLKP)� ƏȕuǛʑƥɕȂɶɹɌ*ŋƆʑ�ƙ�ɶ�ɘɨɱɌèJƆɹ*ŋƆɸƏɸďɶɻɣʂɰɜɍȶȻȯțȺȠȤȤ

�ĔXǊC8ĔĽǆXƒǢ�ÇµD�ƇBą=UJ?C>DU ƏȕuǛɸǬ�ʑɏƏɸŗʒ�ɐʈɏƏȕɸ�O:ɐɳYȎɲ�ɖʎɠɳɶIɖɱɌƬƮéĂɲuǛ�ƂʑşɦɠɳɲɌuǛ�Ƃɸēŝ¾əa�ɤɫɍȶȻȯțȺȠȤȥ

ǪÜDàƾCƒǇCüA)?OǮcm��Dŕ.>ŋL8ŕ.C������
���		àƾOUJ?C>DU Æ
ɸŃÊƏȕuǛɶɗɔɱɹɌuǛɸīɢɹȧɀɄ��əɌɩʏ��ɸɦɿɱɸīɢʋʍʆ+ʏɱɔʎɠɳʑşkɦʎƯ�Ŝťə˜�ɓɮɫɍǩ;ɵƏȕuǛɸīɢɸűrɹȦȠȢ�ȧȠȧɀɄɲɌûǩ'ɹȦȠȨɀɄɲɓɮɫɍuǛɸ
īɢəȨɀɄ��ɸ|_ɶɹɌȧ�ȨɀɄɸ|_ɶęǔɤɱ�*ɸF_ə~IɦʎɠɳʑşkɦʎƯ�Ŝťə˗�ɓɮɫɍȶȻȯțȺȠȤȥ

ƒǢXàƾ07SƒǇCï¯BēUK>¿XƆNUJ?C>DU
¸ŁLÄŏɶüKɵȯȺȻʑƥɕ�ɲǰƩɵɸɹɌƏȕuǛɳƏȕuǛɸǸɶƏǬɶƤĪʑĶĨɢɨʎɠɳɲɓʎɍȆƒǫĨɸ�ǬɹƏǭ5�ɸȆƒuǔ¡ɶ°ȊɢʏʎɍuǛɳuǛɸǸɶƏ�ɶGəɘɘɮɫʂʂɶɵʎ
ɳɌƏ�ɸ�1ɵÈʍə�ɟʌʏɱƏƕ5uə�ôɤɌɠʏɶʋʍ]¹ɾɸƤĪ,Įɳ7ĶĨuəĭ�ɤɌ¹ŭƤĨəĭ�ɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȧ

àƾÜĩXǁƂ>30ÜñĮOUJ?C>D8àƾD��ÜDp�~C��Ų���ŲDǏ>>D=!U ˗:ǸɶȣȢȢ�ȣȤȢpɸʿ˒ʦʑ˙˖pɶàůɦʎɳɌȣȧš�ȣȪšɳɵʎ

ǪµǏ 7TǪǩǩ�ǪǫǩÜDp�~>ƒǢàƾOU�
uǛɸʯːˁʑ~ʈɦɳuǛɸīɢəĭʎɠɳəşɢʏɫɍɩʏɪʏɸuǛʯːˁɸʚʯʢˋ˒ɳɌuǛɸīɢɸĭ�ɳɸǹǢɹ��ɸʋɕɲɓɮɫ˞ʯːˁəȣȢȢ�ȣȣȫpȡ:ɲɹȥȧ˓əȥȠȪɀɄÿĮɸīɢɲɓɮɫɍ˟ʯːˁə
ȣȤȢ�ȣȥȫpȡ:ɲɹȧȢ˓əȥȠȪɀɄÿĮɸīɢɲɓɮɫ˟ʯːˁəɉȣȦȢpȡ:ɲɹȩȢ˓D´əȥȠȪɀɄÿĮɸīɢɲɓɮɫɍȶȻȯțȺȠȤȦ

ƒǢàƾD�ĬĳǏC10ŲXƶ#=!A! ȗ«ɵĚǦŝ#n3ə�ŃɢʏɱɔɵɔÆ
ɸȯȺȻ�ɶɹɌ˘pɸàĚɶ�ɕƏȕuǛɸ�îɹȣȢšÿĮɶɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȨ

đĺǐƴ°C UâÑBE8ƒǢàƾ?�ÿ×ÕX����D¾Ñ>UJ?C>DU�K78đĺǐƴ°CA!âÑ
BEƒǢàƾDLXČĦCĸUK>ñĮOUJ?C>DU

ȯȰȯʓ˅ˋʚŊŋ	ǺŰŀʨːʪ˒ɸß�ɳʛʕʲˊʕːʈɌƚ¨ŜťɲɹɌÃĆǺ¶ɸɫʅɶèJƆəÃĆǺǅ3ʑ�Ńɦʎɠɳʑß�ɤɱɔʎɍǽ5�ʑlʐɧɌÀƆɶQȀɵÃĆŌɑʹʱ.ŉ�1ʖʕˌʦ˔ȴȵȾ˕ÃĆ
ŌɌƍźĈɌȮyƊĸɌǰŌ½¾gdnŌ&ƃ˔ȼȭȻȼ˕ɒɸňɔəɓʎ|_ʈƤĪŬɶʋʎĞĆəɓʎ|_ɹɌÃĆǺǅ3ʑ�ŃɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȫ
˗§´ɸŠŹ�ŏǒ¢ɶɯɔɱɌƏȕuǛɸʃɸȯȺȻɳĎİŏɵȯȺȻɳɸǸɶüÂ¡ɹɵɘɮɫɍȶȻȯțȺȠȥȣ

30ÜDƒǢàƾCſW:7ćBƒǇCūƤ>WBUŴĄDĤŉCüA)?OǪÜE>D=!U G�ŏˆʰˌʑŃɔɫŜťɲɹɌ˗šʂɫɹ˘šɸdĚ÷ǸɸǨɔɶʋʍɌƚ¨ŏɶüÂɵ˗pàĚǱɸ¡ɹɵɘɮɫɍ
�gdɶʋʎƏȕuǛɸ�îʑƅÅɦʏɺdĚ÷Ǹɹś÷ǸɲɓʎïəʋɔɍȶȻȯțȺȠȤȪ
1ɱɸ§ȚɶɗɔɱɌ
�gdɹǯŵÍ�ɸüĹɶɘɘʐʌɧɌ*ŋƆɸƏɸ�əʍʑŝƼɲɚʎţ«ɸȣpàĚǱɲɌŴȣšɘɞɱƥɕɸəýʂɤɔɍȶȻȯțȺȠȤȪ

ŠĭDĔXºŦ08Ňğ?űğXºŦ0�ibXg����l�Bą=UJ?C>D=!U

�ibXǠBą==!UĔDûğX�ǟƦBB+8ŅTD�ğ8ŤğX�ǟBŖ#=�ǟXĠ�OU?C>D=!U

�ibX¢Ŧ0=!U?DB8�ibBƨV=!A!ĭDĔ>xocXàƾOUJ?C>DU

�ibXǄ¶Bą=7SǪÜDĤŉXǪŲ>ñĮ>DU
G�ŏˆʰˌʑŃɔɫŜťɲɹɌ˗šʂɫɹ˘šɸdĚ÷ǸɸǨɔɶʋʍɌƚ¨ŏɶüÂɵ˗pàĚǱɸ¡ɹɵɘɮɫɍ
�gdɶʋʎƏȕuǛɸ�îʑƅÅɦʏɺdĚ÷Ǹɹś÷ǸɲɓʎïəʋɔɍȶȻȯțȺȠȤȪ
1ɱɸ§ȚɶɗɔɱɌ
�gdɹǯŵÍ�ɸüĹɶɘɘʐʌɧɌ*ŋƆɸƏɸ�əʍʑŝƼɲɚʎţ«ɸȣpàĚǱɲɌŴȣšɘɞɱƥɕɸəýʂɤɔɍȶȻȯțȺȠȤȪ

ǪÜDĤŉ>g����l�DƒǇC�CTOE=!A!J?XŰƯ0ACSĤŉOUJ?C>DU Æ
ɸƚ¨ŜťɲɹȯȺȻ�ɶǥàĚɶɵɮɱɔʎɠɳəɤɺɤɺɲɓʎɠɳəşɢʏɫɍLļ�ȔɲɹɌȯȺȻ�ɶǥàĚɶɦʎɠɳɶʋʍɌƓĶĨuɌȻȹȼȯľɌł�ľə��ɦʎɠɳəşɢʏɫɍȶȻȯțȺȠȤȪ

ƒǢàƾX��Ų�±B²ǎOUJ?C>DU ȗ«ɵĚǦŝ#n3ə�ŃɢʏɱɔɵɔÆ
ɸȯȺȻ�ɶɹɌ˘pɸàĚɶ�ɕƏȕuǛɸ�îɹȣȢšÿĮɶɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȨ

~dor�ibXƀLŷ=UJ?C>DU

~dor�ibƀLŷ=B��Ų��BBTR"AĳBE8ƀLŷ=¡ĿX�Ĭ0ƒǢàƾX«­OUJ?C>DU ȗ«ɵĚǦŝ#n3ə�ŃɢʏɱɔɵɔÆ
ɸȯȺȻ�ɶɹɌ˘pɸàĚɶ�ɕƏȕuǛɸ�îɹȣȢšÿĮɶɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȨ

~dor�ibD­ŸCý:=!UĭXg����l�DǥĽǆBą=UJ?C>D8Ĕ¯ >�ibXě.#UJ?C>DU

�ibXǄ¶Bą=7SǪÜDĤŉXǪŲ>ñĮ>DU
G�ŏˆʰˌʑŃɔɫŜťɲɹɌ˗šʂɫɹ˘šɸdĚ÷ǸɸǨɔɶʋʍɌƚ¨ŏɶüÂɵ˗pàĚǱɸ¡ɹɵɘɮɫɍ
�gdɶʋʎƏȕuǛɸ�îʑƅÅɦʏɺdĚ÷Ǹɹś÷ǸɲɓʎïəʋɔɍȶȻȯțȺȠȤȪ
1ɱɸ§ȚɶɗɔɱɌ
�gdɹǯŵÍ�ɸüĹɶɘɘʐʌɧɌ*ŋƆɸƏɸ�əʍʑŝƼɲɚʎţ«ɸȣpàĚǱɲɌŴȣšɘɞɱƥɕɸəýʂɤɔɍȶȻȯțȺȠȤȪ

ǪÜūDĤŉXñĮ07?DBƒǇD�CTXūƤ>DAB:7âÑBE8g����l�DǛǆXO?BēOJ?C>DU

ǪÜūĤŉ>DAB:7ĤŉXƟ:7ĳ8ē07ǛǆX²H8Ǜǆćþǟ­Ġ�>ŉǃŰ¥0qx[iB :7�ibzZor.4Ĥ
ŉXƟ"J?C>DU

ƒǢàƾX��Ų�±B²ǎOUJ?C>DU ȗ«ɵĚǦŝ#n3ə�ŃɢʏɱɔɵɔÆ
ɸȯȺȻ�ɶɹɌ˘pɸàĚɶ�ɕƏȕuǛɸ�îɹȣȢšÿĮɶɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȨ

ƒǢàƾXǬǩÜƟ:7SĤŉX�ÜƟ"J?C>DU ł�ǝǽɶĦɔɱɌƯ�Ŝťə˚�ɓɮɫɍȥȢȬȤɸęɸʛʕʲˊʕːȤȢȢȧɸïģɲȯȺȻʑXɞɫƃɹɌȣȧȬȤɸʛʕʲˊʕːȤȢȢȢɸïģɲȯȺȻʑXɞɫƃʋʍł�ǝǽľəʈʈȗɘɮɫ˔ȣȣȠȢȝɆɅȩȠȢȝ˕ɍȶȻȯțȺȠȤȫ

ƒǢàƾD�ĬĳǏEǪǩŲ�±B08²HƒǢàƾXñĮOUJ?C>DU ȗ«ɵĚǦŝ#n3ə�ŃɢʏɱɔɵɔÆ
ɸȯȺȻ�ɶɹɌ˘pɸàĚɶ�ɕƏȕuǛɸ�îɹȣȢšÿĮɶɦʎɍȶȻȯțȺȠȤȨ

ČĦƊC»ŮOUK>ƒǢàƾ?ĤŉXƁƂOUJ?C>DU
ȮȷȼɹɌè½ȁɵɴɌ�đèh8Ƃ˔ȭȷȼ˕ʑƥɕɠɳəɲɚʎèJƆɶ¬ɚŻɝʂɲżɞʎɍõʌɘɶȻȹȼȯɳ=îɲɚʎU»˔gɼɘɞɾɸ»ŮɌøĖǠʍɸgdʈœŏɸɓʎ�Ơ˕ə9Ŀɤɫ|_ɶɹɌN:ɵ¸Łəp·
ɤɫɳ=îɤɱȯȺȻʑ�ò�ĒɤɱʋɔɍȶȻȯțȺȠȣȫ

AEDX¢ŦOU�E8ƙµDƽ)BAEDXƇDƜXǎ+U ȭȱȰɶɹơʑǷɞʎɳƛLŏɶȅįə0ʎʪʕʽɳȅįˀʪːʑÒɦʪʕʽɳəɓʎɍȶȻȯțȺȠȣȫ

AEDǕŘC®:=!UJ?XǙåBRTŰƯ>DU ȭȱȰɶʋʎȱȯȳƱĄɹǷ�ɢʏɫʌɌ*ŋƆɶƲʏɵɔʋɕɶɦʎɍȭȱȰɸȉ�˅ʭʨ˒ʥɶɤɫəɮɱɌʤˉʭʝˀʪːʑÒɤȅĚʤˉʭʝʑƥɕɍȅĚʤˉʭʝ´ɹŕɭɶƏȕuǛʑ6ǷɦʎɍȶȻȯțȺȠȣȫ

Ð¼ƒǆ?Ā©ƒǆBǕŀyosXƵ�OUJ?C>DU ]DƏǬɳ )ƏǬɶȅČʸʭʲʑǊ�ɦʎɍȶȻȯțȺȠȣȫ

AEDDǙåğűBĈ!ƟÃOUJ?C>DU ȭȱȰɶʋʎȱȯȳƱĄəǷ�ɢʏɫʌɌ*ŋƆɶƲʏɵɔʋɕɶɦʎɍȭȱȰɸȉ�˅ʭʨ˒ʥɶµɮɱɌʤˉʭʝˀʪːʑÒɤȅĚʤˉʭʝʑƥɕɍȅĚʤˉʭʝ´ɹŕɭɶƏȕuǛʑ6ǷɦʎɍȶȻȯțȺȠȣȫ

ĊǕßƧĹĳ?g�obĳBE8å8+>A)�ĔXĂ,g����l�BƨV=!A!J?XŰƯ>DU ƛ:əɠʏʌɘʤˉʭʝʑƥɕɠɳɌ1jəÀƆɘʌȄʏʎºƩəɓʎɠɳʑʀɘɸ
ɶǄeɦʎºƩəɓʎɍȭȴȭțȺȠȫȪ

g�obćK7Eg�obǗǄČĳBE8ǙåBĈ!ƒǢàƾBS��0X²ǎOUJ?C>DU
ȅĚʤˉʭʝŕ´ɶ¹ȅsʑʬʗʭʝɦʎɫʅɸƏȕuǛ�îɶ?őəɵɔɠɳʑşɤɫȻȯȽə˗�ɓɮɫɍȶȻȯțȺȠȥȤ
Ǡ¤ɹȅĚʤˉʭʝəKąŏɲɓʎəɌȾȲəĩ�ɤɫŕ´ɘʌƒÔə9Ŀɦʎɠɳɹ�ɵɔɍȶȻȯțȺȠȥȤ

ǒžÃÛC»Ů07SĊǕß�ul�XŬ9BƠŮOUJ?C>DU óþɶǾŷLʑƥɕʀɴɌł�ľəȗɜɵʎɍȭȴȭțȺȠȫȩ

ĊǕß�ul�XƠŮ07SåB´0=ÖůOUJ?C>DU ǾŷL�ɸ�1ʑŝ#ɦʎɫʅɶɌºɧʤˉʭʝʑƥɕɳǄeɦʎɍɏǄeɐɹʤˉʭʝɸDɶĘpɌɤɮɘʍɳG­ɔ�ɲǜɿʎɍ˔ɠɸÊȌ1�ʑ˛š�5ɲƥɕ˕ɍȭȴȭțȺȠȫȪ

ĊǕßX¸ĬOUņǓ>8g����l�BƨVA!R"BåX´0ÖůOUJ?C>DU

ƲOg����l�BƨV=!A!J?XŰƯ07�>8�ul�XūƤOUJ?C>DU

ĊǖŃ8ĊòžÃ�çDőĆ>EǚÃƔXƨů0ƔDŰƯXƟ"J?C>DU ʤˉʭʝɸǩ»ɲɵɔ¹ˋʧ˄ə�vɤɌŢ©ɸɓʎˋʧ˄ɸ|_Ɍʬ˒˄˅ːʷ˒ɹƒÔɸƲŚʑƹʃʎɍƒÔəɓʎɘɴɕɘňʐɤɔ|_ɹɌɫɬɭɶȯȺȻʑ6ǷɦʎɍȭȴȭțȺȠȫȫ

ĊǕßD¸ƱBE��š��ɘɞɱɔɵɔ ¹ˋʧ˄ʬʗʭʝɸɫʅɸƏȕuǛɸ�îɹɌȣȢšʑǍɖɵɔʋɕɶɦʎɍȭȴȭțȺȠȫȫ

ĊǕßD¸ƱX07SÖůOU7NBå>ůS4UJ?C>DU
Á{2üɹɌKąŏɵʬ˒˄ƥLɸɫʅɸǰƩɵƩŵɲɓʎɍȭȴȭțȺȠȤȫ
õŝɵ˅ʭʨ˒ʥɳɹɌõŝɵƺģɶʋɮɱɌA¶ɢʏɫYǀɲ�ɖʌʏɫŲĳɵ�ǧ
ȋɲɓʎɍʡ˃ˈʴʟ˒ʤˉːə�õřɬɳɌĠōɶɗɞʎ�ºƩɵǤʏɌʂɫɹÍƢ˃ʦʑÕɚɘɷɵɔɍȭȴȭțȺȠȥȣ

5.Ǖŉg�obDǄČX¸Ĭ>DU ŚŏÌƐɸʃ

ǒžÃÛD;KL>Ǆ¶Ah���ĩǧ�ŭĎǱơǀĿƊDģê§ǧ·Ü^v�a�ǋ��������Ǩ��ĲAâÑEĵè§BƫðO
U�ǫÜū�ǑD^v�a�ǋE·Ü?ÒŹ?08^v�a�ǋDãÀXľƩ0=Oƛ!�
ÈŭĎǱ����ǨBÑW4UJ?C>DU ȾȲȡĹƒ¾ȾȽɶʋʎ¹(Ēɶ�ɤɱɸȅĚʤˉʭʝɹ�Ŗ¾;îØêĤ¯ɲɹȣȧȢ�ȤȢȢȶɌ�Ŗ¾ɚʊ¯Ĥ¯ɲɹȣȤȢȶʑ�Ǽɳɤɱƶ�ɢɨʎɠɳɹ�®ɳźǂɢʏɫɍȶȻȯțȺȠȪȦ

qzyosC VFg����l�Dys�àŮ�ƇB¼O:=Ƈ)J?C>DU ʠˌʸʭʲʑǊɮɱɩɸ�ɘʌʸʲˌʑuŘɦʎɍŐƗɸʈɞɴǺĒɳǠȅKľɸʓʭʽȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȫȫ

ys�X�Ĕ>ĥUJ?C>DU �Ǭʸʲˌʑ�ɔɶÞƲɢɨɫĽÄɲçȅɤɵɔɠɳɋʶ˒ʱʦʪ˒ʱȿȷɋWʍËɔƾõù

ys�XǒžÃÛBSg����l�DƒBųÃ0=!Uĵ�B�DĨÁƊBĢƨ.4A! ʸʲˌʑŦ�ɶƱçɤɫʂʂɲȅĚʤˉʭʝʑƥʐɵɔɲɜɬɢɔɍȅäʑXɞʎɠɳəɓʍʂɦɍʂɫɌƧƂɶá*ʑ�ɖʎɠɳəɓʍʂɦɍʰʻʔʼˋˍ˒ʪȽȱȯȟȪȥȢȢʤˋ˒ʧɋʚˌʥʙˊʕʻĬ�íù

ys�XāB�Ĕ>Ğ;J?C>DU

ys�Xg����l�Bą=UĳB8ÐǌǢ�?Ā�ǛǆDç©mm�>¼ƕŶƅ�BàŮOUJ?C>DU �ïɹ]DƏǬ˔]ǳȕ�˕Ɍ�ïɹ )ƏǬ˔ �ȎǬɸ�)ʈʈ�ˑDƔŨŽ�˕ɍȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȫȫ

��sƅCys�D�īDBA:=!A!
ˋ˒ʲŽə�ìɚɶɵɮɱɔɵɔɘĥÂȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȫȫ
ǾŷLʑƥɕɳɚɹɌÀƆɸƏǬɶƧŘɤɱɓʎȅČŬɘʌɵʎɿɜƺɤɱǠȅɤɱɜɬɢɔɍÞƲɸ¿ʏəɓʎ|_ɹWʍ�ɤɱɜɬɢɔɍɏǠȅ÷ɌʸʲˌəɠʏʌȅČŬɶÝɘʎɳÀƆəķ*ʑǇɕɠɳəɓʍʂɦɐɋˆʴ
ʪ˒�ɚǾŷLƧƂ˔ȲȯȟȣȩȢȢȞȲȯȟȣȩȨȢ˕WËƾõù

ƒǆBys�CàŮ0=BS¬ǕXǎëOUJ?C>DU ,ȅŕDɶƏȕuǛʑ�ĒɤɌ,ȅˀʪːʑÒɦȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȥ

¬Ǖǎë07Sî¯ŰƯD7NB8�ƙµCg����l�mir�on��BƨV=!A!J?5�ÖÞD�Cg����l�mi
r�on��BƨV=!A!J?5�ǉżCƽ)BA!J?5Xå?ÒĳBūƤ>ŰƯOUJ?C>DU

Ȝˑƛ:əÀƆʈʦʱˍʭʬˇ˒Ɍ�ɸĐĂɵɴɶƲʏɱɔɵɔɠɳʑŝƼɦʎɍ
ˑƿʆÀƆʂɫɹʦʱˍʭʬˇ˒ɶƲʏɱɔɵɔɠɳʑœƬɲŝƼɦʎɍ
ˑʤˉʭʝˀʪːʑÒɦ÷ɹɌǾŷLnɸå�ƆɹĐnɲɹɵɜÀƆɸʀɕʑaɜɍɠʏɶʋɮɱɌƏȕuǛƆɳǢâɲɚɌƿʆÀƆɶÞƲɤɱɔɵɔɠɳʑŝƼɲɚʎɍȭȴȭțȺȠȫȪ
ÀƆɘʌȄʏɱɔʎɘŝƼɋˑƛ:ˑƏȕuǛÓ®Ɔˑȗĵ«ǯŵˑɩɸ�ɸ
ɎțȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȦ

ƿǕ}l�XěOŬ¼B�ul�>ĵſőĆXŰƯ08őĆBæÅCA!J?XūƤ0ACSőĆXåB´0=ÖÞBůS4UJ?C
>DU ǠȅŕDɶûŸɸ¹ȅsĤ¯ʑŝƼțțȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȦ

ƿǕ.4UJ?C>DU Ǡȅɸɤɘɫɋ˘ɯɸʸʲˌɸǠȅˀʪːʑ`÷ɶÒɦɳǠȅɢʏʎɋțȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȣ

ƿǕ07SO*Bys�XǒžÃÛBēOJ?C>DU ʤˉʭʝɹ˗pɸʃƥɔɌŸʐɮɫʌɦɝɶʸʲˌʑƏ�ɘʌȄɤǾŷLnā�ɶÈɦɍɩɤɱɌŕɭɶƏȕuǛɘʌȯȺȻʑ6ǷɦʎɍȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȤ

Ǖŉg�obćBƒǢàƾXO*BǎëOUO0)EğűOUJ?C>DU
ǾŷLəÆHɤɱʆɌɩɸ´ê:ǸɸƛŎˋʧ˄ɹǠ¤ɹ�ǡɲɓʍɌƒÔʈN:ɵĶĨəp·ɦʎɶɹƜʌɵɔɠɳəɓʎɍÀƆɶºƩɵ¹ĐƐəp·ɦʎʂɲɸê:ǸɹɌȯȺȻ˔ƏȕuǛɘʌǷ�˕əºƩɲɓʎɍɢʌ
ɶɌɦɿɱɸʤˉʭʝəǾŷLʑÆHɢɨʎʐɞɲɹɵɔɍʤˉʭʝðƥ´ɦɝɶɌƏȕuǛɘʌǷ�ɤɱǋɸȗɔȯȺȻʑ6ǷɤɵɞʏɺɵʌɵɔɍȭȴȭțȺȠȫȨ

�ul�őĆCĊǖŃBĊòžÃ?Æ¹C;DB)!ĳBE8�ul�D��sCĐƊB;AC:=!UBūƤ>ŰƯOUJ?C>D
U

ˆʴʪ˒ńȈɲĤ¯əʀʁ¦wɲɓɮɫɳɤɱʆɌ¹ȆĒɳRîɦʎɸɹƩĥÂɍǾŷLnɸȅĚŏlȐ˔ˋ˒ʲŽɸÞż�ƞˑîŽ˕Ɍ�ɦɛʎÃ«ɕɓ�ǩ;ɵƽ�ɸǪÑɶʋʎæ�¹ȆĒɸ\Ɛ¾ʑǾ�ɦʎºƩəü
ʎɍˋ˒ʲˑÃ«ˑƽ�ɶlȐəɵɔɘʬʗʭʝɦʎɍɫɬɤɌƏȕuǛɸ�îəȣȢš�5ɳɵʎʋɕɶĥÂɦʎɍɍȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȨ
¹(Ēɳ¹ȆĒɶǿɮɱɔʎɘʒɥʇɲɹɌ¦wɵ¹ȅsʑ¬ɚǌɠɦđɸʋɕɵƩqʑǘǡɶÜǾɦʎºƩəɓʎɍˑȅČˋ˒ʲɸžʃɌʂɫɹÀƆʈǾŷLnȡˆʴʪ˒ɳÞżɢʏɱɔɵɔˑȅįə0ɮɱɔɵɔˑ$^ɸʠ
ʕː˔Ú¥ȡ$^ɸ­ɢ˕ə�ɦɛʎȭȴȭțȺȠȣȣȧ

ȣpœɸ
�gdʑƥɮɫɳɚɶ*ŋƆɸƏɸ�əʍəƪʌʏɵɔ|_ɹɌȎǬ´�˒ɓɡ-Ù�ģɲȎǬʑ6ǀëɤɱɘʌ˘pœɸ
�gdʑƥɕɍȭȴȭțȺȠȼȨȫȨ

Ȝˑƛ:əÀƆʈʦʱˍʭʬˇ˒Ɍ�ɸĐĂɵɴɶƲʏɱɔɵɔɠɳʑŝƼɦʎɍ
ˑƿʆÀƆʂɫɹʦʱˍʭʬˇ˒ɶƲʏɱɔɵɔɠɳʑœƬɲŝƼɦʎɍ
ˑʤˉʭʝˀʪːʑÒɦ÷ɹɌǾŷLnɸå�ƆɹĐnɲɹɵɜÀƆɸʀɕʑaɜɍɠʏɶʋɮɱɌƏȕuǛƆɳǢâɲɚɌƿʆÀƆɶÞƲɤɱɔɵɔɠɳʑŝƼɲɚʎɍȭȴȭțȺȠȫȪȜ4.Ċ¨ŃĳDǭ;DĊǕßőĆX

ƭ¤�¸Ĭ>DU

6.Ǖŉg�obXî¯B;ŰñB
Ɵ"J?C>DU

Ǖŉg�obXñĮOUřªC
>DU

Ǖŉg�obXñĮOUJ?C
>DUˆʴʪ˒ʨʭʤˉː

Ċ¨ŃĳDǭ;DĊǕßőĆX
ƭ¤�¸Ĭ>DU

%ʏʎÀƆʑƪɫʍɌÀƆɸȒƟɌ�LɌgdɵɴɸŇ¤ɶĚ�ɔɫʍɤɫʌɌŕɭɶƌʑǓɜ[ɚɵəʌ��ɲgɼɘɞɌU»ʑŝƼɦʎɍ�ʌɘɸ»Ůʈ�ƠəɵɞʏɺɌU»ɵɤɳʃɵɤɌ��ɲJɞʑĜʅʎɍʛʕʲ
ʼʭʝȺȠȤȥ

1.ƞťXëNUċƢĎX¸Ĭ>
D8ƟÃBųOJ?C>DU

BLSʨʭʤˉː

è½ʡ˒ˌˑè½ʚ˒ʱˑǾŷLn˔ȭȱȰ˕ɵɴʑƩǁɦʎɍè½ʡ˒ˌɹɌðƶɲɸ3�ŏɵņ^ʈʡ˒ʲ�ƳɦʎɸəýʂɤɔɍʛʕʲʼʭʝȺȠȤȥ

ȱȯʝˊːʽģ˞ėØɳşØɲǓɜuǛɤɱ˂ʦʝʑȒɶ�ŘɢɨɌ�Øʑ�ȑưɶɘɞɌĕʍɸ�ØɌŁØʑ�ȑɶĬɖɱ�ȑʑÙ�ɦʎɌʆɕ�ïɸÊɹʷʭʞɶĬɖɱàĚʑƥɕɍʛʕʲʼʭʝțȺȠȩȤȟȩȥ

ǧ~dor�ibºŦĳǨ

ĶÂAƒǢàƾ?ĤŉC>DU

2.BLSǧ�łĨØ³ƇǨBƈşO
U

ËČCA!J?XŰƯ>DU

ČĦX×IJ?C>DU

×Õ?ƔDŰƯC>DU

ĶÂAƒǢàƾC>DU

ǧxobx�{�ibºŦĳǨ

ĶÂAĤŉC>DU

�ul�őĆCĊǖŃBĊòžÃ?Æ¹C;DB)!ĳBE8�ul�DđĄCŧǘXƣ=Ǫ¦��BA:=!UBūƤ>ŰƯOUJ
?C>DU

�ul�őĆCĊǖŃBĊòžÃ?Æ¹C;DB)!ĳBE8�ul�DưúX¶TĴ#XƟ!ūƤ>�ul�BæÅC UBŰƯO
UJ?C>DU

��sƅC¢Ŧ>DA!ĳBE8ưú¶TĴ#BRTys�ưúD¶TĴ#UJ?C>DU

ys�XƒǆDǄ¶A�ƇBàŮ08ĊǕßőĆX´OJ?C>DU

ĊǕßőĆCg�obǗǄČDâÑ8ys�Xç0O*BƒǢàƾXǎëOUJ?C>DU ȅĚħLə�vɤɌƫCŏɲɓʎ|_ɹɌƒÔɸƲŚʑƹʃʎɍɏƒÔə�vɤɵɔ|_ɐɌʂɫɹƒÔɸ�vəňʐɤɔ|_ɹɌ˘:ǸɸƏȕuǛʑǷ�ɤɱɌȯȺȻʑŻżɦʎɍȭȴȭțȺȠȣȣȨ

ĊǕßőĆCg�obǄČDâÑ8ys�ERDKKD�Ƈ>;KLBRTǄ¶Ah���ĩBÑW4UJ?C>DƿǕOUJ?C>
DU ȾȲȡĹƒ¾ȾȽɶʋʎ¹(Ēɶ�ɤɱɸȅĚʤˉʭʝɹ�Ŗ¾;îØêĤ¯ɲɹȣȧȢ�ȤȢȢȶɌ�Ŗ¾ɚʊ¯Ĥ¯ɲɹȣȤȢȶʑ�Ǽɳɤɱƶ�ɢɨʎɠɳɹ�®ɳźǂɢʏɫɍȶȻȯțȺȠȪȦ

ǒžÃÛDAED��sB¶TĴ#UO0)EçǆưúB¶TĴ#AEDyos>őĆX´OJ?C>DU
	
�yosX¢Ŧ0yosXg����l�BƵ�OUJ?C>DU ]DƏǬɳ )ƏǬɶȅČʸʭʲʑǊ�ɦʎɍȶȻȯțȺȠȣȫ

AED��s> VF�ul�DğűBĈ!g�obXñĮOUJ?C>DU ȭȱȰɶʋʎȱȯȳƱĄɹǷ�ɢʏɫʌɌ*ŋƆɶƲʏɵɔʋɕɶɦʎɍȭȱȰɸȉ�˅ʭʨ˒ʥɶɤɫəɮɱɌʤˉʭʝˀʪːʑÒɤȅĚʤˉʭʝʑƥɕɍȅĚʤˉʭʝ´ɹŕɭɶƏȕuǛʑ6ǷɦʎɍȶȻȯțȺȠȣȫ

AED��s>¢Ŧ0=!A!?DBg�obǄČőĆ> VF8h���ĩXÑW4UJ?C>DU ȾȲȡĹƒ¾ȾȽɶʋʎ¹(Ēɶ�ɤɱɸȅĚʤˉʭʝɹ�Ŗ¾;îØêĤ¯ɲɹȣȧȢ�ȤȢȢȶɌ�Ŗ¾ɚʊ¯Ĥ¯ɲɹȣȤȢȶʑ�Ǽɳɤɱƶ�ɢɨʎɠɳɹ�®ɳźǂɢʏɫɍȶȻȯțȺȠȪȦ

¬Ǖǎë07Sî¯ŰƯD7NB8�ƙµCg����l�BƨV=!A!J?5�ƒǢàƾĜąƊCg����l�BƨV=!A!
J?5�ÖÞD�Cg����l�BƨV=!A!J?5�ǉżCƽ)BA!J?5Xå?ÒĳBūƤ>ŰƯOUJ?C>DU

Ȝˑƛ:əÀƆʈʦʱˍʭʬˇ˒Ɍ�ɸĐĂɵɴɶƲʏɱɔɵɔɠɳʑŝƼɦʎɍ
ˑƿʆÀƆʂɫɹʦʱˍʭʬˇ˒ɶƲʏɱɔɵɔɠɳʑœƬɲŝƼɦʎɍ
ˑʤˉʭʝˀʪːʑÒɦ÷ɹɌǾŷLnɸå�ƆɹĐnɲɹɵɜÀƆɸʀɕʑaɜɍɠʏɶʋɮɱɌƏȕuǛƆɳǢâɲɚɌƿʆÀƆɶÞƲɤɱɔɵɔɠɳʑŝƼɲɚʎɍȭȴȭțȺȠȫȪ
ÀƆɘʌȄʏɱɔʎɘŝƼɋˑƛ:ˑƏȕuǛÓ®Ɔˑȗĵ«ǯŵˑɩɸ�ɸ
ɎțȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȦ

ƿǕ}l�XěOŬ¼B�ul�>ĵſőĆXŰƯ08őĆBæÅCA!J?XūƤ0ACSőĆXåB´0=ÖÞBůS4UJ?C
>DU ǠȅŕDɶûŸɸ¹ȅsĤ¯ʑŝƼțțȵȯȷȼʛʕʲʼʭʝɋȺȠȣȢȦ

ƿǕEŬ9BƒǢàƾXǎëOUJ?C>DU
ȅĚʤˉʭʝŕ´ɶ¹ȅsʑʬʗʭʝɦʎɫʅɸƏȕuǛ�îɶ?őəɵɔɠɳʑşɤɫȻȯȽə˗�ɓɮɫɍȶȻȯțȺȠȥȤ
Ǡ¤ɹȅĚʤˉʭʝəKąŏɲɓʎəɌȾȲəĩ�ɤɫŕ´ɘʌƒÔə9Ŀɦʎɠɳɹ�ɵɔɍȶȻȯțȺȠȥȤ

ŉǃŰ¥07?DBÍƖ±Dƥ÷C>DU

ŨšCūƤ>D7SŨšXǒÊ0A+VFASA!J?Xů:=!U

ǥÙǛ^Y\][ǧ��	Ǩ ÀƆɸ�Øʈșƕɸ�ɚɢɶzɰɔɱǪÑɦʎZ4ŏɵïģɹ$ȏ¾əɵɔɋȺȠȧȥ

Ǆ¶AèD.D��	XǅęOU ȎơªȕÏəňʐʏʎÀƆɶ�ɤɱɹɌYiȎʘʓʖʗʕɸïə�ʂɤɔ

��	D¯ǍE8ĐƊDǥD­ŸBSƋ7IK>DǍ.?OU ȸȺȭɸ1ǵɹɌÀƆɸșɸ-ŪɘʌƇɫɽʂɲɸǵɢɳɦʎɍȭȴȭțȺȠȧȥ

ŊŚĎDŝś½K7EǤǈk��X¢Ŧ0=8ŉǃXŝśBOU ěı¾ɸĴĲEʂɫɹȘǮʩˋ˒ʑ�ŃɤɱɌĚǦʑĴĲɶɦʎɍȭȴȭțȺȠȧȥ

��	XǠǘBø0=áŬB8ǥíBSćĭBÔ+=ġ®OU���	XǥÙǛDăǆBō:=Q:)T¼ǂ.4U ȸȺȭʑȒȈɶ�ɤɱxŕɶɌș�ɘʌ´ïɶaɞɱÛ0ɦʎɍȸȺȭʑșiȎɸªǬɶġɮɱʉɮɜʍDǣɢɨʎɍȭȴȭțȺȠȧȥ

ÍÙǛ^Y\][ǧ��	Ǩ

Ǆ¶AèD.XǅęOU���	XǠD©ǘBą=U���	Dz��hCÍƦ8­ŸC�ǟƦBĸUf[jXǅęOU� ȹȺȭʑȒɸ)Ȉɶ®ɱʎɍȹȺȭɸʻˊːʥəYưɌ-Ūə�ȑưɶăʎʣʕʧʑǪÑɦʎɍȭȴȭțȺȠȧȣ

��	CƹÍƜBÔB"R"B:�ÔDBÍ±Bġ®OU� ȹȺȭəǑYơɶaɘɕʋɕɶɏ�aɚɶY5ɶÛ0ɦʎɐȭȴȭțȺȠȧȣ

��	CÍƖ±XƿT8ÙǛćäBƽ<!7?D8��	XǪǯǩĄÜƺ.48Ǆ¶A�ƇBÑW4U���	EǰǩĄDƦĄ>ŁÔDBÍ±
Bġ®08�BǂMB;==�ÔDB0=ćÙǛBÔBW4UJ?O>DU�
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資料５	
 開発した客観的スキルチェック表とガイドラインとの整合性調査表 
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資料６	
 修正した一次救命処置指導書 

 

杏林ICLS 
����	������
���
������������	�

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

行動目標：応援要請ができ、呼吸・循環の評価ができる

・胸骨圧迫の手の位置は、胸骨の下半分
・5〜6cmの深さで押す
・1分間に100〜120回のペース�（15秒以
上18秒以内）
・胸壁を完全に戻す、中断中に胸壁にもた
れかからない
・2分間胸骨圧迫を行い疲労感を体感でき
る。

行動目標：質の高い胸骨圧迫を行う事ができる

・感染防御ができる
・安全確認ができる
・両肩を軽く叩き反応の確認ができる
・呼吸・脈の確認を10秒以内に同時に確認
する
・応援を呼ぶときには手を上げて、聴覚と視
覚を意識することができる。
・反応、呼吸、脈拍が無ければ応援者に
AED、2999、救急カートの要請を依頼する
・気道を確保し、呼吸の確認と同時に救助
者側の頚動脈で脈拍の確認ができる
・死戦期呼吸は正常な呼吸と判断していない

安全が確保されていないと判断した場合には、傷病者には接種くせず、消防や警察等の到着を待つ。救助者自身
の安全を確保して要救助者を増やさないことは、傷病者を助けることよりも優先されることを説明する。
・安全確保のための具体的な使用器具を声に出してもらう。
・応援要請時には誰に何をしてもらうのかを相手にわかる形で行わせる。（例えば顔を見る、手で相手を指すなど）
・死戦期呼吸も理解できるように実演する
・呼吸と脈の確認時に、頭部後屈による気道確保の姿勢を保持しているか確認し、できていなければ修正させる。
・呼吸と脈の確認は10秒以内であることを説明。
・頚動脈を両側触れているようであれば注意し、また脈の確認しているときに5秒以上できるようにストップウォッチ
でカウントする。
（セッションに必要とされる学習課題）
・傷病者に触れる前に安全管理の知識を適応させる
・傷病者に刺激を与えても反応がない時の行動を応用する
・心停止している傷病者の蘇生物品を適応させる
・循環の確認のサインを適用する

・胸骨圧迫の圧迫位置が正しいかを確認し、評価をする。
・胸骨圧迫時は両手を重ね、手根部で圧迫ができているかを確認する。
・圧迫の深さが少なくとも5cm以上で出来ていることを確認する。
・音楽に合わせながら100回/分のペースを体感してもらう
・正しい姿勢で行えているかを評価する（手の位置、肩の位置、腕の形）
・30回胸骨圧迫をしたら10秒休憩し、それを2分継続し疲労によって胸骨圧迫の質が低下するこ
とを認識させる。
・胸骨圧迫後に完全に圧迫解除ができているかも確認する。
（セッションに必要とされる学習課題）
有効な胸骨圧迫を適用する

セッション2：胸骨圧迫トレーニング

セッション5：AED取扱い説明

セッション4：コンビネーション

行動目標：2人で効果的なCPRを行うことができる
セッショ6：複数救助者でのCPR

行動目標：質の高い胸骨圧迫を維持しながら胸骨圧迫の中断時間が10秒以内となる

行動目標：安全なAED操作を理解し使用出来る

・AEDの電源を入れアナウンスを聞かせる
・音声に従い行動ができる
・パッドを貼る位置がわかる
・パッドを貼ってからコネクターを挿すことが
できる
・波形診断時に傷病者から離れるように、大
きな声とジェスチャーで指示できる
・除細動時には患者から離れることを指示
できる
・除細動後には直ちに胸骨圧迫を再開する
ことを指示できる

目標：蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

����AED（自動体外式除細動器）を安全に操作できる
����BLS(一次救命処置)に習熟する

セッション3：ポケットマスク換気
行動目標：ポケットマスクを使用し換気ができる

セッション1：発見から胸骨圧迫開始まで

・受講生にAEDに触ってもらいながら説明を行う
・AEDが届いたら持ってきた人にAEDが使用できるか確認し、できなければ胸骨圧迫の交代を依
頼しなければならないことを説明する
・パッドを貼ってからコネクターを指すことを強調する
・パッドを貼るときも胸骨圧迫は続けることを説明する
・患者から離れるタイミングは「解析時」と「ショック」のみであることを伝える
・ショック後直ちに胸骨圧迫を開始することを説明する
・小児用パッドの説明を行う
・乳児の除細動の説明を行う
・除細動の適応波形が分かるように指導を行う
・蘇生チームが到着するまではAEDパッドは剥がさないことを伝える
・AEDの5つのシチュエーション説明はしなくてもよいが、時間に余裕があれば説明を行う。
→金属対応、水気対応、貼付薬対応、ペースメーカー対応、体毛対応について

・マスクフィットさせることができる
・マスクホールドすることができる
・換気を行い、胸郭の挙上を確認できる
・適切な換気量が理解できる
・換気できない時には再気道確保ができる
・換気は吹き込み1秒以内で2回換気できる
ように指導する
�・マスクの組み立てができる
・患者の横からポケットマスクでの換気がで
きる

・胸骨圧迫と換気を5サイクル実施する
・胸骨圧迫の中断時間を最低2サイクル以
上は10秒以内で実施できる
・コンビネーション5サイクル後に10秒以内
で次の受講生と交代できる

・人工呼吸では感染のリスクがあり、人工呼吸デバイスがないときには口対口での人工呼吸は避け
るように説明を行う。
・マスク装着時でも10秒以上かかる時には作業中断し胸骨圧迫を優先させることを説明する。
・胸郭が軽く上がる程度の換気を行ってもらい、受講者自身に目視させ胸郭が必要以上に拳上し
ていないか注意する
・換気の吹き込み時に1秒以上かかっている場合は、胸骨圧迫の中断時間の延長につながることを
伝える。
・受講生は患者の横に膝まずきからアプローチさせる
・換気は1分間行い、インストが換気のタイミングを伝える（6秒毎）
・過換気による弊害を説明する
（セッションに必要とされる学習課題）
人工呼吸ができる状況を判断できる
デバイスを使った人工呼吸を適用する
有効な換気を適用する

・ポケットマスク取り出し、組み立てから換気まで行ってもらう
・胸骨圧迫の中断は10秒以内であることを強調する。吹き込みにはこだわらないことを伝える。（換
気に10秒以上かかるのであれば胸骨圧迫を優先させる）
・時間を意識し過ぎて胸骨圧迫に質が低下してないか常に確認する

・周囲の安全を確認することができ、蘇生できる状況と判断できる

・シミュレーターに大きな声で「大丈夫ですか」などと呼びかけながらシミュレー

ターの顔をみることができる

・呼びかけと同時にシミュレーターの両肩を軽く叩きながらシミュレーターの顔

を見て反応の有無を確認することができる

・手を上げながら大声で人を呼ぶことができる

・応援者が来たら、応援者の顔を見ながらAEDまたは除細動器、救急カート、

緊急コールをそれぞれ応援者に伝えることができる

・シミュレーターの横に着き片手を前額部に当て、反対の手でシミュレーターの

下顎を挙上することができる

・シミュレーターの胸郭や腹部を目視しながら、顔をシミュレーターの口の近く

に寄せ、呼吸があるかを確認することができる

・姿勢を保ちつつ、下顎に当てた手を救助者の近い側にある頚動脈にずらすこ

とができる

・死戦期呼吸が見られる場合には、呼吸はしていないと判断することができる

・頚動脈は両側触れてない

・上記の姿勢で呼吸・脈拍があるかを5秒以上10秒以内で確認できる

・頚動脈で脈拍の確認ができなければ、胸骨圧迫からCPRを開始することがで

きる

・シミュレーターを仰臥位に寝かせて、救助者はシミュレーターの胸の横にひざ

まずく。

・両手を重ね、手根部を胸骨下半分の位置に当てることができる

・1回の圧迫が胸郭が少なくとも5cm以上の深さで沈み、深さが6cmを超えな

い深さでで圧迫することができる

・胸骨を圧迫したら胸郭が完全に戻るまで力を緩めることができる

・圧迫回数を連続で30回実施することができ、圧迫の30回のテンポが15秒

〜18秒の間でできている

・1分間あたり100〜120回のテンポで胸骨圧迫する。

・胸骨圧迫の中断時間が10秒を超えていない

ポケットマスクを組み立てることができる

ポケットマスク組み立てに10秒以上かかりそうな時には、組み立て作業を中断

し胸骨圧迫を優先することができる

ポケットマスクの先端が尖っている方をシミュレーターの鼻根部に当てることが

でき、手全体でマスクを押さえることができる

マスクを押さえていない方の手は、シミュレーターの顎先とマスクを密着させる

ように第1指をマスクにあて他の指はシミュレーターの下顎にあてることができ

る

マスクを適切に当てたら1回の換気を1秒で実施できる

1回目の換気を実施したときに胸郭の上がりを目視できなかった場合には、シ

ミュレーターの頭部をもとに戻すことができる

1回目換気できなかった換気を行った時、戻した頭部を再び、頭部後屈顎先挙

上で気道確保しデバイスにあったマスクフィットさせ換気を行うことができる

・胸骨圧迫を10秒以内に再開することができる

・胸骨圧迫を30回行ったら換気を2回行うことができる

・胸骨圧迫の中断時間は10秒以内にし、再び胸骨圧迫を実施することができ

る

・応援者が到着するまで胸骨圧迫と換気を継続することができる

・AEDが到着したら、AEDを受け取り、持ってきた救助者に胸骨圧迫を依頼す

る

・AEDを使用する人は、自分の近くにAEDを置き蓋を開ける

・AED電源が入っていることを音声により確認できる

・右前胸部と左側胸部に電極パッドを貼付することができる

・AEDの音声指示に従い行動することができる

・心電図解析時とショック時には、声だけでなく両手を広げシミュレーターに触

れていないことを確認できる

・ショック後またはショック非適応時には、音声に従い胸骨圧迫からCPRを再開

することができる
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セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッション7：評価テスト

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッション8：回復体位

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッション9：窒息解除

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 期待される受講生の行動 インストラクションポイント
・気道確保したときに口腔内の観察ができる

・異物が目視できたら異物を除去しなければならないことを知っている
・インストラクターから説明を受ける
・同性同士で二人一組となる
・受講生同士で傷病者役と救助者役を行う
・窒息しているのか傷病者に確認ができる
・窒息解除することを説明できる
・傷病者の脚を軽く広げさせることができる
・片手の親指を中に入れ拳を握ることがで
きる
・握った手を傷病者の上腹部に当てること
ができる
・反対の手で握りこぶしを押さえ、突き上げ
る振りができる
・窒息の解除が成功したら必ず医療機関を
受診し、腹部に異常がないか検査するよう
に勧めることができる
・意識がなくなった時の対応が分かる
・換気時に口腔内の観察を行うことが理解
できる

・実際に腹部を突き上げる受講生がいないか注意する
・時間に余裕があれば、意識を失ったと想定し後ろに倒すところまで行っても良い

行動目標：気道異物による窒息患者の対応がわかる

チョークサインが理解でき、窒息解除方法と意識消失した時の対応が分かる

行動目標：呼吸・循環が回復した時の対応がわかる

・インストラクターがチェックリストを用いて評価を行う
・5サイクルの胸骨圧迫で評価する
・第二救助者の登場のタイミングはインストラクターが第二救助者に指示する

・インストラクターの動きを理解することが
できる
・それぞれの体位の意味を理解することが
できる
・循環の確認方法が分かる
・循環停止時の対応が分かる
・気道確保の方法が分かる

・インストラクターが傷病者役、実施者役になり、実施者役が説明を行う
・それぞれの行動がなぜそのようになるのかも説明する

行動目標：質の高いBLSを行う事ができる

・発見からAEDマデを実施できる
・第二救助者は一人法を第一救助者が5サ
イクル実施したら応援に登場する
・AEDは使えないが胸骨圧迫は実施できる
・質な高いCPRを行う

・応援要請〜AED実施までできる
・第二救助者は第一救助者がCPR30：2を3
サイクルしたらAEDを持って現れる
・第二救助者はAEDを使用できない設定で
胸骨圧迫のみ行う

・次にチェックがあるため、確実に行うための練習時間であることを伝える
・このセッションがスキルの最終段階なのでスキルチェックが問題なく出来るように受講生を指導
する
・胸骨圧迫の中断時間が10秒以内でできているか、胸骨圧迫の質の低下がないか常に確認する

チェックリスト
行動目標1〜3全て
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気道管理ブース 所要時間：60分

セッション1：酸素投与

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッション2：気道確保

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

使用物品：酸素マスク・リザーバー付酸素マスク・鼻カニューレ・ベンチュリーマスク・BVM・NPA・OPA・喉頭鏡・聴診器・呼気二酸化炭素検知器・EDD・気管チューブ（7・8mm）・スタイレット・シリンジ10ml・
チューブホルダー・人工鼻・カプノメーター・吸引チューブ・バスタオル

��� 気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

行動目標：酸素投与の開始を判断して適切な道具を選択できる

酸素投与時に選択する各種デバイスの違い
を以下を含めて説明できる
・鼻カニューレは5L/分まで(院内ルール）そ
れ以上は酸素マスクを利用する。
・酸素マスクは5L/分以上で使用する。
・高濃度マスクは酸素流量によって90％+α
の酸素濃度を供給できる。
�・BVM陽圧換気が可能なマスクでリザー
バー付の場合は高濃度の酸素を供給でき
る。
�・ベンチュリーマスクはダイリューターを変更
して酸素流量を調節することで吸入気酸素
濃度を変更できる。

・SpO2＜90％�PaO2＜60㎜Hgが酸素
投与の適応を判断できる。
・酸素投与の道具の特徴や適応が理解
てできる。

��10分

使用物品：鼻カニューレ・酸素マスク・リザーバー付酸素マスク・ベンチュリーマスク・BVM

セッション3：BVMを使いこなす

・酸素投与に関するインストラクション例
�ここでは各酸素投与デバイスの吸入器酸素濃度やその特徴を説明する。受講生が他のことに気を取られないように受講生の目のつくとこへ、鼻カニューレ、酸素マスク、リザーバー付酸素マスク、ベンチュ
リーマスク、BVMを並べて置くこと。
�「救急外来に息苦しさを訴えてきた患者がいます。トリアージの看護師が酸素飽和度を測定したところ90％でした。どうしますか？」と受講生に問いかけて対応を考えてもらう。受講生から「酸素します。」と言
葉が出ればOK。「そうですね、90％以下で酸素投与基準ですからね。」と正解であることを伝えつつ、「でも酸素投与の物品がここにいっぱいありますね。どうしますか？」再度問いかける。
�酸素投与のデバイスを選択させ、何リットルで投与開始するか尋ねて実際にマネキンに装着させる。できれば鼻カニューレから話を展開できるように「既往は特にわからないですが、高齢で病気がたくさんあ
るかもしれません。」などと伝えて最初から高濃度の酸素を投与しないように仕向ける。
�鼻カニューレを選択したら「酸素飽和度はやや上昇して92％です。まだ息苦しさが続いています。」と説明して次の受講生に「どうしますか？」と問いかけてまた考えてもらう。
�鼻カニューレ、酸素マスク、リザーバー付き酸素マスクの順でストーリーを持たせて説明できれば100点。
�ベンチュリーマスク、BVMについては、「COPDがある患者です。」や「リザーバー付きマスクでも酸素飽和度が上がりません。」など想定を付与してそれらを選択させるように仕向けて特徴を説明する。
�BVMの手技についてはここでは触れない。特徴である高濃度の酸素を投与しながら陽圧換気ができること、またBVMの構造を説明しつつ本体とマスクの間には一方弁がついているので酸素投与には使用
できないことを説明する。手技については後で伝えることを説明する。
�ベンチュリーマスクは存在を知っていても組み立て方を知らないこともあるので、組み立て方をしっかり説明する。

・気道確保のインストラクション例���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������気道トラブルを話していく。「気道のトラブルといえばどんなことがかんがえ
られますか？」と質問する。分泌物や異物、舌根沈下などの答えが受講生からほしいので、患者が痰が絡んでいるマネをしたり、鼾をかく真似をして状況を想像させて対応策を考えてもらいたい。実際に痰が
からんでいるマネをして「ラウンド中にこんな患者をみつけたらどうしますか？」と質問して、「吸引します。」と答えたら、マネキンに吸引をしてもらい、その後インストが「スーハー、スーハー」と気道トラブルが
吸引で一つ解決できたことを説明する。また、鼾をまねて音を聞かせる「ぐーぐー。鼾をかいているような音がしますね。」舌根の沈下で気道が閉塞していることを想像させて気道確保を実施させる。この辺り
ではインストのいわゆる「神の声」が大切！
用手的気道確保から話を展開できるように「気道確保の道具はありません。どうしますか？」と受講生から頭部後屈顎先挙上法、下顎挙上法の言葉が出たらOK。各受講生に一回ずつ実際に実施してもらう。
下顎挙上法は適応を伝えること。
�長時間用手的に気道を確保するわけにもいかないのでと前ふりして、気道確保のデバイスを展開する。ここは、受講生から「じゃあ。挿管します。」と話が展開する危険があるので注意する。「手っ取り早く気
道を確保する方法で。」や「挿管。自信ありますか？」などと言ってNPA、OPAを選択させる。
�NPA、OPAの適応と禁忌を説明して、それぞれサイジングと挿入方法を各受講生に一回以上実施させる。
�手技全般そうだが、インストが見せてからやってもらうのではなく、実施させながら手を添えて修正するようにする。エロゴルフコーチのように。（注：後で訴えられないように）

死戦期呼吸が見られる場合には、呼吸はしていないと判断することができる

＜鼻咽頭エアウェイ（NPA）＞

・適切な大きさのNPAを選択する

・NPAの全長は、患者の鼻の先端から耳たぶまでの長さとする

・水溶性の潤滑剤または麻酔ゼリーを使用して、気道を潤滑にする

・NPAを顔面に対して垂直に、鼻孔から後方に向けて挿入する。NPAを鼻咽頭の底部に沿ってゆっくり前進させる

＜口咽頭エアウェイ（OPA）＞

・適切な大きさを選択する。OPAを顔の側面に当てる。OPAのフランジが口角、先端が下顎角に来るサイズを選

択する。

・OPAが軟口蓋に向かうように「上向きに口内に挿入する」

・OPAが口腔内を通り、咽頭後壁に近づいたとき、OPAを180度回転させ、適切な位置に合わせる。OPAは90度

の角度で横向きに口内に挿入し、中に進むにつてて下向きにして後咽頭に向かわせることもできる・。

・片方の手を利用し、母指と示指を利用しマスクをシミュレーターに当てることができている

・マスクを顔に当てている手の小指を下顎角にかけ、残りの中指、環指を下顎に添えて下顎を挙上するとができ

ている

・マスクを使用しているときに、マスクに触れていない方の手でバッグを圧迫することができる

・マスクを適切に当てたら1回の換気を1秒で実施できる

・1回の換気でシミュレーターの胸郭が上がりすぎていないことを確認しながら換気することができる

・胸骨圧迫を10秒以内に再開することができる

10分

目標は最初に受講生に伝えましょう！！

・一人のEC法が実施できる���������������・
二人のEC法と母指球法が実施できる

使用物品：BVM

・BVM換気では、一人法での換気を実践し
てもらい、何が一人法で換気がうまく実施で
きない課題かを問いかける。
・マスクフィットにはダブルEC法が一人での
EC法よりも確実であることを認識させる。
・換気ができているかは、シュミレーターの胸
郭を目視して確認するように伝える。
・1回の換気スピードが1秒以上かからないよ
うに説明を行う。
・BVMの実施時に、どのタイミングでもいい
ので、食事中のCPAという状況説明を行った
上で、咽頭部に異物を仕込んでおき、シミュ
レーターの胸郭が上がらないように仕込み、
異物除去を体験させる。
・ポイントとして、開口には指交差法を伝え、
異物除去にはマギール鉗子などを用いるこ
とを説明し実践させる。
�・どんな場面で一人法と二人法を使い分け
るか教える。
・EC法と母指球法の適応を伝える。
・過換気による肺過膨張が静脈還流を低下
し、24時間後の生存率を低下させることを説
明する。
（セッションに必要とされる学習課題）
有効な換気を適用する

目標：状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施できる

使用物品：NPA・OPA・吸引チューブ

・用手的な気道確保から高度な気道確保
（気管挿管等）を受講生全員に一つずつ答え
させて実際にやってもらう。
・サイジングは実際人間またはシミュレー
ター
・気管挿管はこのセッションでは行わない。
・NPA、OPAの適応禁忌を伝えて、サイジン
グの方法を知ってもらう。
NPA/OPAの挿入ではまず最初に適当に入
れてもらうあか、ラミネートをたの受講者に
読み上げてもらいながら挿入しtもらう。そこ
で、不明点や馬くいkないところをインストラ
クターが支援する。

行動目標：BVMのEC法・母指球法を習得できる

10分

・頭部後屈顎先挙上法、下顎挙上法の適
応がわかり、実施できる。��������������������・
NPA・OPAの禁忌、サイジング方法を知
り正しく挿入ができる。�→禁忌なのか注
意する疾患に留めるのか？プレテストでは
禁忌とはしていない
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セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

・気管挿管のインストラクション例
ここでは、医師でない者も必ず一回以上は気管挿管を経験してもらうこと。
�医師以外の者は経験がないこともあるので気道の模型を使用しながら喉頭蓋の位置や喉頭鏡ブレードの先端位置を最初に確認する。この時に気管チューブのマーカーの説明も一緒に行う。
�解剖を説明したのちに挿管を実施する者、介助する者で分担する。一回目は胸骨圧迫をしない状態で気管挿管を経験させる。
順番は経験値の引く受講生から行わせて、上手く喉頭展開できない状態をあえて作る。「見えないな。」となったら、「でしょう。ポジショニングが大切なんですよ。」とインストが切り出し、ここでスニフィングポ
ジションの説明を入れる。ポジションを取らせて再度喉頭展開を実施させる。「まだ見えない。」と言葉がでたら、待っていましたとばかりにBURPの説明をして、介助者に実施させる。必ず BURP有り、無しの
状態で見え方の違いを受講生に確認させること。ローテーションしてBURPを全員が行う。
この流れをつくり出せれば100点。上手に喉頭展開できればタイミングを見計らってスニフィングポジションとBURPを説明する。
気管挿管を実施するにあたって、①チューブの先端が正門を超えたか、②胸郭の挙上はあるか、③5聴診で胃泡音や左右差がないか、④呼気時に気管チューブが曇るか、⑤BVMのリザーバーバッグが膨
らんでいるかを、手技の場面で確認する。������������������������������������������������������������������������また、気管挿管の確認はカプノメーターやEDD、CO2チェッカーがあれば使用しする。
二回し目からは三人目の受講生に胸骨圧迫の役割を与える。喉頭展開の場面では胸骨圧迫で上手に喉頭展開できない状態を作り出すように、気道管理トレーナーをインストがゆするなどして邪魔する。気
管挿管実施にあたっては自分の実力を十分に考慮して実施する。胸骨圧迫の中断時間は10秒以内であることを伝える。インストはストップウォッチを使用してタイムカウントする。10秒を超えてしまう場合
は受講生に手技を中断させる。
�気管挿管の手技だけでなく準備や介助も大切なのでそれぞれローテーションして体験させる。
�特に普段気管挿管を実施することがない看護師等には、喉頭展開し喉頭蓋を目視で確認したら目を切らないように説明する。手技を経験してもらいより良い介助の方法が経験できればよりGood。必ず、挿
管後は胸骨圧迫と換気は非同期であることを確認する。1分間に10回換気する。時間の余裕があればラミネート加工されている表を使いDOPEを説明する。

全体質問1分

・sniffing�position�の説明をする
・BURP法の説明をしてセリック手技とは違う
ことを説明する。
・挿管確認は重要事項であるため、十分な
時間を割き練習させる。
・挿管中も一人の受講生に胸骨圧迫を実施
させて胸骨圧迫の中断時間は最小限にする
ことを強調する（10秒以内）。挿管手技に夢
中になる受講生がいれば、さらに強調する。
・気管挿管後の胸骨圧迫と換気の割合を教
え、非同期宣言を行わせる
・挿管後の確認5つを教える。�（ラミネート使
用）�挿管後の確認時には情報共有のため、
確認したことを声に出させる
・5点聴診法と合わせて、カプノメータや
EDD、CO2チェッカーなどの補助具を用いた
挿管の確認を説明する。（特にカプノグラ
フィーはエビデンスがあることを伝える）
・5点聴診では必ず胃泡音から実施し、食道
挿管であれば直ちに挿管チューブを抜去す
ることを説明する。
・挿管チューブの抜去では最初にカフを抜く
ことを強調する。
・このセッションは挿管が主目的ではない、
挿管されているか判断できることが目的とな
る。そのため、食道挿管・片肺挿管など判断
できることが受講者の成長と理解するべきで
ある。
・気管挿管が絶対的な選択肢ではないこと
を強調する。

セッション4：気管挿管を体験しよう

・片方の手を利用し、母指と示指を利用しマスクをシミュレーターに当てることができている

・マスクを顔に当てている手の小指を下顎角にかけ、残りの中指、環指を下顎に添えて下顎を挙上するとができ

ている

・マスクを使用しているときに、マスクに触れていない方の手でバッグを圧迫することができる

・マスクを適切に当てたら1回の換気を1秒で実施できる

・1回の換気でシミュレーターの胸郭が上がりすぎていないことを確認しながら換気することができる

・胸骨圧迫を10秒以内に再開することができる

・長時間の心停止が予測される状況で、高度な気道確保器具による気道確保を考えることができる

・救急カート内にある高度な気道確保器具の使用方法を知っている

・高度な気道確保に使用する物品を知っている

・聴診器を使い心窩部から聴取することができる

・心窩部で胃泡音が聴取されたら声を出し周知することができる

・胸郭の動きや聴診で片肺挿管が疑われるときには声に出し周知することができる

・食道挿管を見つけたらカフを完全に抜いてから高度な気道確保器具を抜去することができる

・声漏れがあればカフを少しずつ注入するか、一旦カフ圧をゼロにしてからチューブの長さを調整することができ

る

・高度な気道確保を行ったらカプノグラフィをチューブに取り付けることができる

・BVMのインストラクション例
「では、呼吸も気道も保たれていない場合はどうしましょ？」と質問。受講生は「挿管。」と多くの人が答えるので、「準備がまだできていない」「100％成功する自信がありますか？」等と言って、BVMを使用する
ように仕向ける。BVMを上手に行うためには気道確保とマスクの密着をしっかり行うことを伝える。また、酸素供給が可能であれば、酸素を10L以上流してリザーバーが膨張していることを確認させる。片手
のEC法をそれぞれ受講生に体験してもらい「急変の場面ではよく何もしないで高みの見物をしている人が、一人や二人はいますよね。そんな時はどんどん手を借りましょう。」などと言ってEC法の両手法を説
明する。また、頸椎に外傷がある場合に用いる母指球法を説明して体験してもらう。

・一人のEC法が実施できる���������������・
二人のEC法と母指球法が実施できる

30分

行動目標：気管挿管準備・実施・介助が体験できる
使用物品：・喉頭鏡・聴診器・呼気二酸化炭素検知器・EDD・気管チューブ（7・8mm）・スタイレット・シリンジ10ml・チューブホル
ダー・人工鼻・カプノメーター・吸引チューブ・バスタオル

・BVM換気では、一人法での換気を実践し
てもらい、何が一人法で換気がうまく実施で
きない課題かを問いかける。
・マスクフィットにはダブルEC法が一人での
EC法よりも確実であることを認識させる。
・換気ができているかは、シュミレーターの胸
郭を目視して確認するように伝える。
・1回の換気スピードが1秒以上かからないよ
うに説明を行う。
・BVMの実施時に、どのタイミングでもいい
ので、食事中のCPAという状況説明を行った
上で、咽頭部に異物を仕込んでおき、シミュ
レーターの胸郭が上がらないように仕込み、
異物除去を体験させる。
・ポイントとして、開口には指交差法を伝え、
異物除去にはマギール鉗子などを用いるこ
とを説明し実践させる。
�・どんな場面で一人法と二人法を使い分け
るか教える。
・EC法と母指球法の適応を伝える。
・過換気による肺過膨張が静脈還流を低下
し、24時間後の生存率を低下させることを説
明する。
（セッションに必要とされる学習課題）
有効な換気を適用する

・気管挿管の準備ができる
・気管挿管が実施できる
・気管挿管の介助ができる
・気管挿管後の5つの確認ができる
・胸骨圧迫の中断時間を最小限にでき
る。
・高度な気道確保後は胸骨圧迫と換気を
非同期で行える

10分
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資料８	
 修正したモニター指導書 
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セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間：5分 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

・除細動器が到着したら直ちに装着することができる

・除細動器を装着したら装着したことを声に出して周知することができる

・心電図を判断する段階で、シミュレーターに触れないように声を出し周知することができる

・誰もシミュレーターに触れていないことを確認した上で、モニターを目視することができる

・心静止、心室細動以外の波形では頚動脈を触知し脈の確認を行うことができる

・心電図の判読には10秒以上かけていない

・心電図の判読をしたら周知するために声で知らせることができる

・除細動器のつまみで適切なジュール数（二相性：製造業者の推奨値（初回エネルギー量120〜

200J）。不明な場合は最大値に設定する。2回目以降のエネルギー量は初回と同等とし、エネル

ギー量の増加を検討しても良い。

・単相性：360J）に合わせることができる

・デフパッドがあればシミュレーターのパドル圧着位置に前もって置くことができる

・パドルを両手で握ることができる

・パドルを除細動器から外すことができる

・パドルを除細動器からシミュレーターの胸に移動している最中に他の救助者に接触させない

・パドルを除細動器からシミュレーターの胸に移動している最中に充電ボタンを押さない

・パドルを常に両手で持つことができる

・パドルをシミュレーターに当てる時に、右鎖骨下と左乳頭部の外側やや下で前腋窩線上に圧着

することができる

・リード線がパドルの下敷きになっていない

・胸部にパドルが圧着してから充電を開始することができる

充電開始したら安全確認のために、“自分がシミュレーターに触れていないこと”“胸骨圧迫担当

者がシミュレーターに触れていないこと”“周囲の人がシミュレーターに触れていないこと”“酸素が

近くにないこと”を声と同時に目視で確認することができる

・通電ボタンを押す直前にモニターで最終波形を確認し、波形に変化がないことを目視しながら

波形を声に出して周囲に知らせることができる

＿パドルについているボタンを両手で押すことができる

・通電したらすぐにパドルを除細動器に戻すことができる

・電気ショック後に胸骨圧迫をすぐに開始するもしくは指示することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターのリードが患者につな

がっているか目視で確認することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターの感度が画面を見て1

倍以上になっているか目視で確認することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターの誘導を切り替えを行

い目視でモニターに変化があるか確認することができる

・パドルを除細動器からシミュレーターの胸に移動している最中に他の救助者に接触させない

・パドルを除細動器からシミュレーターの胸に移動している最中に充電ボタンを押さない

・パドルを常に両手で持つことができる

・パドルをシミュレーターに当てる時に、右鎖骨下と左乳頭部の外側やや下で前腋窩線上に圧着

することができる

・リード線がパドルの下敷きになっていない

・胸部にパドルが圧着してから充電を開始することができる

・充電開始したら安全確認のために、“自分がシミュレーターに触れていないこと”“胸骨圧迫担当

者がシミュレーターに触れていないこと”“周囲の人がシミュレーターに触れていないこと”“酸素

が近くにないこと”を声と同時に目視で確認することができる

・通電ボタンを押す直前にモニターで最終波形を確認し、波形に変化がないことを目視しながら

波形を声に出して周囲に知らせることができる

・パドルについているボタンを両手で押すことができる

・通電したらすぐにパドルを除細動器に戻すことができる

・電気ショック後に胸骨圧迫をすぐに開始するもしくは指示することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターのリードが患者につな

がっているか目視で確認することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターの感度が画面を見て1

倍以上になっているか目視で確認することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターの誘導を切り替えを行

い目視でモニターに変化があるか確認することができる

・不安そうな受講生に除細動器の電源を探させモニターを立ち上げさせる
・次の人にリードを装着させ誘導は何が一番いいかを聞き「P波が見やす
い」という理由でⅡ誘導を設定させる→波形はsinusがモニターに出る
・リズムがsinusでも脈がなければ波形は「PEA」となることを引き出す。
・全員にシミュレーターの頸動脈を触知させ、この患者の波形診断は何か
を質問する
・パドル誘導にさせて、パドルをシミュレーターに当て波形が出ることを認
識させる
・シミュレーターの除細動時のパドルを当てる位置を説明し、今回ショック
させる場合には便宜上2Jで行うことを伝える
・デフパッドがなぜ必要なのかを説明する
（セッションに必要とされる学習課題）
波形から4種類のうちどの波形かを判断できる

目標：心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

�電気ショックを安全かつ確実に行うことができる
����電気ショックの適応を判断できる

目標は最初に受講生に伝えましょう！！

セッション1：モニター/シミュレーターに慣れる
設定波形：sinus(脈あり)

行動目標：ショック適応波形を認識でき、安全で確実な除細動ができる

セッション3：VF波形を見逃さない
設定波形:①②very fine VF→「3つのド」の確認中にVFに変更��③asystole→「3つのド」確認してもasystole

最初にショック適応波形を受講生全員で確認し、分からなければラミネー
ト使用し説明を行う。
・波形を判断した時点でアルゴリズム宣言を行わせ、全員に治療の共通認
識をさせる
安全な行動ができていなかったときにはその場で一旦止めて説明を行う。
①電源立ち上げからショックまでの動きを行う（胸骨圧迫なし）（全員が実
施何度でも練習する）パドルは片手持ちせず、電気によるスパークを予防
するため両手で持つことを伝え実践させる。（片手持ちとなった場合には、
直ちに指摘を行い修正する）
②胸骨圧迫をしているところに除細動器が到着した設定で除細動まで行
わせる。充電中も胸骨圧迫は中止させない。途中インストラクターが胸骨
圧迫に回り、充電中の胸骨圧迫をあえて中断して受講生が中断しないよう
に声をかけることができるかを確認する。（全員に行わせる）最終波形の宣
言もさせる
③パドルの圧着の事を説明する（リードが下敷きになっていないかも確認）
④ショック直後に胸骨圧迫再開の指示を出させる
⑤除細動後モニターを見る必要はないことを説明する
⑥VT時では脈の有無を確認させる
⑦除細動後にモニターを見て波形変化の確認をしている受講生がいたら
「”treat the patient,not the monitor” ”モニターを治すのではなく患
者を治す”」
（セッションに必要とされる学習課題）
電気ショックを適応波形に応用する
マニュアル式除細動器使用時の安全使用方法を適用することができる

①胸骨圧迫を中止しなければいけないものは最後の誘導変更のみである
ことを練習を通して認識させる
②波形をvery fine VFかasystoleにしておき、受講生が「3つのド」を確認
したらVFに変更し除細動を行わせる（インストが胸骨圧迫を行いリードを外
すorモニターの感度を下げておく）（受講生3人のうち最初の2人が体験す
る）
・3つの”ド”内容
1.誘導は1つ変えるのみでよい
2.リードはシミュレーターから除細動器まで確認する。
3.感度は基本的に1倍であれば良いとされている。（ただし、わかりにくけ
れば感度をあげてもいい）
3人目の受講生には波形はasystoleにして「3つのド」確認後もasystoleに
してアルゴリズムの確認を表を見ながら行い、その後胸骨圧迫の指示出せ
るように受講生から引き出す

モニターブース�インストラクター：受講生＝1：3�所要時間：60分

5分

25分

10分

・「3つのド」の確認ができる
・波形の違いによる治療方針の違いが理解できる

・除細動適応波形を認識できる
・安全な除細動ができる
・パドルを空中で浮遊させたり、片手で重ねるように持たな
い
・充電中も胸骨圧迫は中断することがない
・ショック後に胸骨圧迫の指示が出せる
・適切な圧着ができる
・VT波形時には脈の有無の確認ができる
・除細動後にはモニター画面を見ない
・3人目の受講生はBVM換気の役割をたんとしてもらい、
チームとして動けるように促す

行動目標：シミュレーターの特徴が体感できる

・除細動器に付属している心電図リードを正しく装着できる
・除細動器の電源を入れ、モニター画面を立ちあげる
・Ⅱ誘導に設定できる
・sinusリズムを認識できる
・今回は
・シミュレーターの頸部に触れ脈拍を触知できる
・今回は除細動を2Jで行うことが理解できる
・除細動を行うときにデフパッドを使用することが理解でき
る

行動目標：心静止時の適切な対応ができる

使用物品：ハートシム1体、延長コード1本、除細動器1台、デフパッド1枚、長い机1台、ホワイトボード1台、ホ
ワイトボード用マーカー1本、足台1台、ラミネート（アルゴリズム表、心電図表）

セッション2：除細動器の使用方法を理解し、除細動が行える
設定波形：VF/pulseless VT
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セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

セッションに該当するスキルチェックリスト項目 所要時間 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

・パドルを除細動器からシミュレーターの胸に移動している最中に他の救助者に接触させない

・パドルを除細動器からシミュレーターの胸に移動している最中に充電ボタンを押さない

・パドルを常に両手で持つことができる

パドルをシミュレーターに当てる時に、右鎖骨下と左乳頭部の外側やや下で前腋窩線上に圧着す

ることができる

・リード線がパドルの下敷きになっていない

・胸部にパドルが圧着してから充電を開始することができる

・充電開始したら安全確認のために、“自分がシミュレーターに触れていないこと”“胸骨圧迫担当

者がシミュレーターに触れていないこと”“周囲の人がシミュレーターに触れていないこと”“酸素が

近くにないこと”を声と同時に目視で確認することができる

・通電ボタンを押す直前にモニターで最終波形を確認し、波形に変化がないことを目視しながら

波形を声に出して周囲に知らせることができる

・パドルについているボタンを両手で押すことができる

・通電したらすぐにパドルを除細動器に戻すことができる

・電気ショック後に胸骨圧迫をすぐに開始するもしくは指示することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターのリードが患者につな

がっているか目視で確認することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターの感度が画面を見て1

倍以上になっているか目視で確認することができる

・モニター波形が心静止か心室細動と区別がつきにくい時には、モニターの誘導を切り替えを行

い目視でモニターに変化があるか確認することができる

・リード線が使用できない時には、誘導切り替えによりパドル誘導の切り替えることができる

・パドルを胸部の適切な位置に圧着し、心電図波形を出すことができる

・心電図波形がショック非適応の場合、パドルを外しすぐに胸骨圧迫を開始することができる

・心電図波形がショック適応の場合、パドルはそのままの位置でつまみにより適切なジュール数に

合わせることができ通電することができる

・除細動器のAEDモードに切り替えるもしくは外部誘導に切り替えAEDパッドで波形を出すことが

できる

・AEDパッドを使用しパッドをシミュレーターに貼付することができる

・AEDモードであればモニターの指示に従いショックを実施することができる

・AEDモードで使用していないときにショック適応波形であれば、ジュール数を合わせることができ

る

・充電開始したら安全確認のために、“自分がシミュレーターに触れていないこと”“胸骨圧迫担当

者がシミュレーターに触れていないこと”“周囲の人がシミュレーターに触れていないこと”“酸素

が近くにないこと”を声と同時に目視で確認することができる

・通電ボタンを押す直前にモニターで最終波形を確認し、波形に変化がないことを目視しながら

波形を声に出して周囲に知らせることができる

・通電は直ちに胸骨圧迫を開始することができる

全体質問5分

行動目標：トラブル時の対応が理解でき、モニターを見るタイミングがわかる

・以下のトラブル時に適切な対応ができる
�・リード不具合時
�・リード+パドル不具合時
・乳児への除細動の方法が理解できる

行動目標：原因検索の「4つのか」が理解できる

5分

・余裕があれば説明する
・アルゴリズムの説明を行う
・原因検索の突破口として4つの「か」を理解させる
・ラミネートを示し、原因に対しての治療を簡単に説明する
・リードを着けモニター開始するところから開始し、4H4Tのうち何か原因を
考え4つの「か」で情報収集してきたら情報を与え、治療まで指示が出たら
終了とする

セッション6：心停止の原因検索方法がわかる
設定波形：asystole/PEA

セッション5：トラブルシューティング
設定波形：VF/pulseless VT

セッション4：内部放電
設定波形：①VF→充電中にasystole（2J）�②VF→充電中にasystole（150J）≪安全に配慮して！≫

・除細動器のリードを外しておく、不具合時にはパドル使用できることを実
践させる（quick look）
・モニターを確認するタイミングは、”身体が意図的な動きをした時””
ショックから2分後”のみであることを説明する
・パドル不具合時にはAEDパッドも使用できることを理解させる（ただし、
AEDパッドのメリット・デメリットも同時に説明）。機種により使用方法が異
なるためインストラクターは様々な除細動器の使用方法を把握しておく必
要がある。
・乳児の除細動時には成人パドルを除去して小さくなることを理解させる
（セッションに必要とされる学習課題）
トラブルにも対応できる
トラブル時にも安全な使用方法を応用できる

・受講者が混乱し危険なセッションであるためインストは常に安全に配慮
し、危険な状況になりそうなときには流れを止めて説明を行う
・VF波形から充電中にasystoleに波形を変える
・波形変化に気づかなくても、インストラクターは受講生に「実は波形変
わってたんですよ！」などとは言わずに、「じゃあ次の波形にしましょう」と言
い進める。（無理に進行に受講生をはめ込まない）
・もし、波形変更に気づかなかった時には、モニターを見ていたと思われる
受講生に最終波形を指摘させる
・ショック不適応に気づいたらどうするか尋ねる
・パドルの空中浮遊はすぐに注意する
・パドルは除細動器か患者の胸の上になければいけないことを説明する
・内部放電の位置をパドルを持っていない受講生に探させる
・ショック担当受講生以外の受講生に除細動機の内部放電方法を探させ
る

5分

・asystole/PEA時のアルゴリズムを理解できる
・原因検索が必要なことが理解できる
・原因検索のための適切な行動ができる
・原因に対しての治療法を指示できる

行動目標：安全な内部放電が実施できる

・どのような時に内部放電を行うのか理解できる
・充電後に正しく内部放電が実施できる

5分
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VF・VTシナリオブース 所要時間：70分

達成可能な行動目標

達成可能な行動目標

達成可能な行動目標

達成可能な行動目標

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる

目標は最初に受講生に伝えましょう！！

インストラクションポイント

セッション1：Pulseless VT→Pulseless VT→Pulseless VT 対象者：全員

セッション2：VF→VF→VF�対象者：全員

シナリオブースでは、行動目標に主眼を置きつつ受講生の動きに合わせた振り返りが必要になります。イン

ストラクションポイントは例であり、受講生の動きにより変化すべきものです。また、振り返りではリフレクショ

ンによる学習効果を高められるようにデブリーフィングを意識していきましょう！

目標：蘇生チームとして安全管理ができ、安全な除細動が行える

目標：心電図波形の判読を行うことができ、波形に合ったアルゴリズムが理解できる
《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・リーダーは必要時に胸骨圧迫の評価をしている
・胸骨圧迫の中断時間は10秒以内に留めることができる
・ショック適応波形を認識し、除細動の必要性を判断できる
・蘇生場面で質の高い胸骨圧迫を維持することができる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族などから情報を得ようとすることができる

セッション3：Asystole→very fine VF→ROSC�対象者：全員

インストラクションポイント
・インストラクターは胸骨圧迫の中断ごとに時間の計測を行い、10秒以上経っている時には秒数をカウントする
・2分ごとに胸骨圧迫担当者が交代するようにし、実施者が変わるたびにリーダーが胸骨圧迫の評価を行うよう促す
・インストラクターが胸骨圧迫に参加し、浅くテンポが遅い胸骨圧迫を行う
・波形判読時に、全員で情報を共有できるようリーダーにアルゴリズム宣言をさせる
・記録係の記載をもとにVT時のアルゴリズムを振り返る
・デブリーフィングでアンカロンの使用方法の説明を加える
・原因検索のためのヒントとして、カルテや家族から情報を引き出せるようにシニュレーションを管理し、スタッフ役や家族役を状況に応じて演じる

インストラクションポイント

・BLSができているか受講生に評価させる
・ショック実施時に家族役のスタッフがシミュレーターの足に触れるようにする（安全確認の指示でたら離れる）
・難治性のVF波形に対して、困惑している受講生にはアルゴリズム表を使用し使用する薬剤をガイドする
・除細動を行う時に、パドルで行う場合とAEDパッドで行う場合の利点・欠点等を説明する。
・ショックを行う時には受講生の判断により除細動の方法を選択させる
・原因検索のためのヒントとして、カルテや家族から情報を引き出せるようにシニュレーションを管理し、スタッフ役や家族役を状況に応じて演じる

目標：蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる
����BLS(一次救命処置)に習熟する
����心停止時の4つの心電図波形を診断できる
����電気ショックの適応を判断できる
����電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

シナリオ8分

デブリーフィング3分

・受講生に心静止を見たら本当に心静止か確認するための方法に何があるかを確認させる
・胸骨圧迫にインストが参加し、シミュレーターに装着されたリードをわざと外す
・3つの「ド」を確認したら、設定波形をわかりやすいVFに変更させる

・原因検索のためのヒントとして、カルテや家族から情報を引き出せるようにシニュレーションを管理し、スタッフ役や家族役を状況に応じて演じる

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・波形の変化に気づくことができる
・PulselessVT時には脈拍の確認を行うことができる
・アルゴリズムに沿って治療方法を選択することができる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族などから情報を得ようとすることができる

インストラクションポイント

・受講生にアルゴリズム表を見てもらいながらアルゴリズムに沿った治療ができるようにさせる
・受講生の思考が停止している時には、周りの受講生を利用しながら問題の解決をさせる

・原因検索のためのヒントとして、カルテや家族から情報を引き出せるようにシニュレーションを管理し、スタッフ役や家族役を状況に応じて演じる

����状況と自分の技能に応じた気道管理法を選択し実施できる
����状況に応じた適切な薬剤を適切な方法で投与できる

目標：適切な波形判断ができる

目標：状態変化に対応し、適切な治療方法を選択できる

セッション4：Pulseless�VT→VF→Pulseless�VT�対象者：医師

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・心静止をみて3つの「ド」を利用し、VFを発見することができる

・波形判読に迷っても胸骨圧迫の中断時間は10秒以内にできる

・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族などから情報を得ようとすることができる

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・安全なショックが行える
・難治性VFに対しての薬剤投与が認識できる
・受講生の判断でAEDパッドを使用してもよい（ただし、AEDモードでは危険なためマニュアルモードで使用させる）
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族などから情報を得ようとすることができる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる
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達成可能な行動目標

達成可能な行動目標

達成可能な行動目標

デブリーフィングを各パートで分けることで、複雑化したシミュレーションを受講生にわかりやすく単純化させることができます
パートとしては、BLS、ALS、アルゴリズム、チームダイナミクス、各シナリオの目標がｸﾘｱできたかです。
シナリオの行動目標はシナリオが終了した時点で、「このシナリオの目標は○○でした。目標はクリアできましたか？」などと投げかけて、デブリーフィングの糸口を作ってみてください
BLSでは、質の高いCPRを行うために、胸骨圧迫と中断時間を特に気にしながらシミュレーションを評価してください
ALSでは、気道管理・モニタ/除細動を特に注目し評価をしましょう。
そして、チームダイナミクスについてもうまくチームとして機能していなければその原因をインストラクターが分析を行い、問題点を共有し解決に導けるようにデブリーフィングを行いましょう。
アルゴリズムに関しては、記録係りの方に報告してもらい、アルゴリズムとの違いがあれば明らかにし、正しければ称賛してください。

・ROSC後のバイタルサイン�HR80回/分�血圧62/30（昇圧剤使用）�呼吸6回/分（気管挿管選択）�瞳孔3.5mm対光反射あり�意識レベルE3VtM5
・ROSC後のケアについて、補足情報などがあれば解説する
意識なし→低体温療法
反応アリ+STEMI→PCI

・原因検索のためのヒントとして、カルテや家族から情報を引き出せるようにシニュレーションを管理し、スタッフ役や家族役を状況に応じて演じる

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・ROSC後にバイタルサインの測定の指示ができる
・ROSC後のケアとして低体温療法やPCI等を選択することができる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族などから情報を得ようとすることができる

・リーダーに気道の評価をさせ、気道が保てていなければairwayを入れさせる
・全症例で気管挿管が必要なわけではないことを説明した上で、持続するショック状態では確実な気道確保は何かを尋ねる
・挿管後には挿管確認のために何をするのかを尋ねる（5点聴診・EtCO2モニター・チューブの曇り etc）
・挿管後には胸骨圧迫と換気はどのような間隔で行うか宣言してもらう
・原因検索のためのヒントとして、カルテや家族から情報を引き出せるようにシニュレーションを管理し、スタッフ役や家族役を状況に応じて演じる

セッション6：VF→VF→ROSC�対象者：全員

行動目標：機器のトラブルに適切に対応でき、かつ安全な操作ができる
《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・クイックルックによる波形診断、またはAEDパッドの装着によるマニュアルモードの使用ができる
・quick lookで安全にショックをかけることができる
・ショック後2分間はモニターを見る必要がないことを理解できる
・患者の反応があったときに、波形確認や循環の確認を行うことができる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族などから情報を得ようとすることができる

・除細動器のリードを外した状態でシミュレーションを開始する
・パドルを片手持ちにしない様に注意する
・パドルが空中浮遊しないか、注意する
・AEDパッドでのショックを行うときには、AEDモードでショックをかけると高エネルギーがシミュレーションに危険が及ぶため、ショックをかけるときに
は、2Jでショックをかける様にする

・原因検索のためのヒントとして、カルテや家族から情報を引き出せるようにシニュレーションを管理し、スタッフ役や家族役を状況に応じて演じる

インストラクションポイント

インストラクションポイント

デブリーフィングとは・・・

行動目標：治療の方向性を示すことができる

セッション5：VF→VF→ROSC�対象者：医師

インストラクションポイント

セッション�7（オプション）：VF→VF→VF→VF�対象者：

目標：状況と自分の技能に応じた気道管理法を選択し実施できる
�《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・持続するショック状態において、適切な気道管理を選択できる
・気管挿管時には、挿管後の確認が確実にでき誤挿管を予防できる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族などから情報を得ようとすることができる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施できる

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる
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PEA・ASYSシナリオブース 所要時間：70分
赤字は学習課題を基に修正した内容
青字は各セッションの達成可能な行動目標

シナリオ8分
デブリーフィング3分

達成可能な行動目標 患者情報 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

達成可能な行動目標 患者情報 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

達成可能な行動目標 患者情報 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

想定付与：Cさん60歳�男性�既往）高血圧、胃がん�現病歴：消化管出血で入院し、入院中も出血を繰り返している。午後から息苦しさを訴えるようになった。

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

一次救命
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
二次救命
・身体：気管は左に偏移、皮下気腫あ
り、右の胸郭の上がり不良
カルテ:消化管での栄養補給は困難
で、TPNによる栄養補給となった。午
前中に右鎖骨下からCV挿入した。血
管になかなか入らず、途中で上級医に
交代した。挿入後のX-Pでは位置問題
なし。
・簡単な検査：血液ガスPaO2 93
PaCO2 44 Na136 K8.7 Cl109
pH6.812     Lac 4,2 Gul 132
エコー：スライディングサイン消失
X−P：右肺虚脱著明

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・2セット実施したら応援者到着
ALS時
・A：問題なし
・B：BLSの質の評価により気道管理者、もしくは自ら呼吸の異常に気
づくことができる。職種に合わせた気道確保ができ換気できているか
評価できる�C：ルート確保し、アルゴリズム通りに治療をおこなうことが
できる�D：身体から緊張性気胸に気づき脱気を指示することができ
る。
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

（シミュレーターへの仕込み）
・右肺の閉塞
・右鎖骨下へのCV様の設置
・時間管理はインストがタイムキーパー役の受講生に1分経
過したらシナリオ上2分経過したと伝えるように説明しておく
・シミュレーターの片側を換気不良の設定にしておく。
・身体所見から緊張性気胸を判断させるために、入院中の
経過をメンバー内で共有させる。

����状況と自分の技能に応じた気道管理法を選択し実施できる
����（気道が確実に確保できているかどうかを判断できる）
����状況に応じた適切な薬剤を適切な方法で投与できる

���時
・反応なし
・呼吸：死戦期呼吸
・脈：なし
���時
・身体：所見なし
・カルテ：特記事項なし
・簡単な検査：血液ガスでPaO253
PaCO2�62 pH�7.116 Lac2.4
BS130 Dダイマー�8μg/ml
・家族連絡取れていない

����チームの一員として役割を認識し、リーダー、メンバーシップを発揮できる
シナリオブースでは、行動目標に主眼を置きつつ受講生の動きに合わせた振り返りが必要になります。インストラクションポイントは例であり、受講生の動きによ

り変化すべきものです。また、振り返りではリフレクションによる学習効果を高められるようにデブリーフィングを意識していきましょう！

����治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すことができる

セッション1：PEA�→原因検索→ROSC���対象者：看護師、コメディカル

セッション3：PEA��対象者：医師・看護師

目標：身体評価が正確にでき、状態に適した治療方針を示すことができる

目標：蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる
目標は最初に受講生に伝えましょう！！

����BLS(一次救命処置)に習熟する
����心停止時の4つの心電図波形を診断できる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

BLS時
・心停止に気づき応援要請ができる、効果的なCPRを実施することが
できる（ハンズオンリー可）、3セット実施したら応援者到着
ALS時
・A/B:看護師のみのチームで処置を行う（吸引→エアウェイ→BVM換
気→挿管準備の指示）また、能力に応じた気道確保ができているか
換気ができているかを必ず評価してもらう、C:モニター装着しAED
モードで使用する�PEAを認識する�静脈路確保し点滴投与、アドレナリ
ン1mg準備の指示、D:原因検索し低酸素による心停止と認識できる
医師が到着したら状況をサマライズし報告できる。わかりやすい報告
を行い、医師により必要ならば気管挿管を行う。
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

（シミュレーターへの仕込み）
口腔内に異物を仕込む、気道抵抗を出すために、両肺は閉
塞の設定にする。
医師の登場のタイミングは受講生がある程度臨床推論を行
い判断し、予測を立てることができたら投入する。
リーダー、応援者は看護師・コメディカルのため挿管や薬剤
投与などは行わない�心停止の原因が何か？
それを解除するために何をしたのか？役割分担はどうだった
か？
コメディカルができること、医師ができることは何か？
医師へのSBAR報告はできたか？
チームメンバーとのコミュニケーションはうまくとれていたか？

BLS時
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
ALS時
・身体：BVM抵抗あり（喀痰によって）、
胸郭の上りも悪い
・カルテ：特記情報なし
・簡単な検査：血液ガスでPaO2
55mmHg  PaCO2 82mmHg pH
7,216
Hb11mg/dl,Na142,K4.1,Cl113,L
ac2,5/

目標：患者の評価ができ、リーダーシップを取りながら応援者と共に二次救命処置ができる

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・チーム内でのコミュニケーションを取りながら治療を進めることができる
・チームリーダーとしてメンバーの評価を行うことができる
・アサーティブなコミュニケーションが取れる

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・「4K」を使用し心停止の原因検索を行うことができる
・チームメンバーから情報収集することができる

セッション2：PEA→原因検索→ROSC�対象者：看護師・コメディカル

想定付与：Aさん�86歳女性�既往に脳梗塞、高血圧、DM�現病歴：肺炎で入院中の患者、モニターのアラームが頻回に鳴っているために訪室。夜間せん妄であるとのことで四
肢抑制帯を装着していたが、夜のラウンドでベッド上、抑制帯が外れ、酸素マスクも外された状態で患者に接触。

目標：心停止の原因検索ができる

（シミュレーターへの仕込み）
なし
原因検索のためにとった具体的な行動は？
普段はどのように原因検索のための行動をしているのか？
「4つのか」でも語呂合わせでも覚えていれば役に立つ。

想定付与：Bさん45歳男性�既往）アルコール性肝障害�現病歴：大腿の骨折で3週間ベッド上で安静にしていた。本日から歩行可能との指示が出たので介助していたところ、突然意識を失った。

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・3セット実施したら応援者到着
ALS時
・A/B異常なし、気管挿管しても良い・挿管後の確認の徹底・職種に
合わせた気道確保ができ換気できているか評価できるC：ルート確保
し薬剤投与・D:状況と検査結果からPEと判断できるリズムチェック3
回目でROSC、主治医到着後にサマライズし報告ができる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる
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達成可能な行動目標 患者情報 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

達成可能な行動目標 患者情報 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

達成可能な行動目標 患者情報 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

一次救命
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
二次救命
・身体：気管は左に偏移、皮下気腫あ
り、右の胸郭の上がり不良
カルテ:消化管での栄養補給は困難
で、TPNによる栄養補給となった。午
前中に右鎖骨下からCV挿入した。血
管になかなか入らず、途中で上級医に
交代した。挿入後のX-Pでは位置問題
なし。
・簡単な検査：血液ガスPaO2 93
PaCO2 44 Na136 K8.7 Cl109
pH6.812     Lac 4,2 Gul 132
エコー：スライディングサイン消失
X−P：右肺虚脱著明

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・2セット実施したら応援者到着
ALS時
・A：問題なし
・B：BLSの質の評価により気道管理者、もしくは自ら呼吸の異常に気
づくことができる。職種に合わせた気道確保ができ換気できているか
評価できる�C：ルート確保し、アルゴリズム通りに治療をおこなうことが
できる�D：身体から緊張性気胸に気づき脱気を指示することができ
る。
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

（シミュレーターへの仕込み）
・右肺の閉塞
・右鎖骨下へのCV様の設置
・時間管理はインストがタイムキーパー役の受講生に1分経
過したらシナリオ上2分経過したと伝えるように説明しておく
・シミュレーターの片側を換気不良の設定にしておく。
・身体所見から緊張性気胸を判断させるために、入院中の
経過をメンバー内で共有させる。

想定付与：Fさん78歳女性�既往）認知症、OMI,脳梗塞�現病歴：腹痛で入院していた。隣の患者からのナースコールで「隣の人が様子がおかしい」を呼ばれて訪室したら意識がなかった

セッション4：PEA(HR30)→原因検索→PEA(HR30)→ROSC �対象者：医師

目標：チームリーダーとしてリーダーシップがとれる

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・3セット実施したら応援者到着
ALS時
・A/B職種に合わせた気道確保ができ換気できているか評価できる
気管挿管した場合は、挿管後の確認を徹底、BVM換気でも良い、異
常所見なし・C：ルート確保し、アルゴリズム通りに治療をおこなうこと
ができる・各役割の評価を行い、フィードバックをかけることができる・
わかりやすい指示が出せる・指示に対するメンバーの反応を確認でき
る・D：原因検索でAMIとわかる�ROSC後のケアがわかる（PCI・
MONA）状況を担当医にサマライズし報告できる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

ROSCまでスムーズに行えた場合→心停止後のケアは何を
しなければならないか？
リーダーシップ・メンバーシップを発揮するために何か意識し
たことはあるか？

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・状況から患者の経過を考えることができる
・チーム内での情報共有により、患者の心停止の原因検索ができる
・メンバーからも情報共有を行うことが理解できる

目標：心停止の原因検索をしながらチームダイナミクスを発揮できる

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・3セット実施したら応援者到着
ALS時
・A/B：異常なし、職種に合わせた気道確保ができ換気できているか
評価できる・A/B気管挿管したら挿管後の確認を徹底・C：ルート確保
し、アルゴリズム通りに治療をおこなうことができる�D：原因不明の心
停止に対し原因検索のためチームメンバーと協力し原因の検索がで
きる�家族から情報を得るために話しをすると、DNARオーダーと確認
することができた。そのため、治療の中断を選択することがで死亡確
認ができる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

セッション6：PEA→原因対処→ROSC  対象者：看護師、コメディカル

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・ROSC後の治療の流れがわかり、チームメンバーと共有できる
・ACS治療が理解でき、メンバーに予測を持った支持ができる（MONA、PCI等）

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・「4K」を利用し情報収集ができる
・状況がわからない中でも適切な蘇生処置ができる
・家族に状況を説明することができ、納得させることができる

想定付与：Dさん55歳男性�既往）DM、CRF�現病歴：心窩部の痛み出現してきたため1、2次外来受診した。12誘導心電図を撮ろうとした時に突然意識がなくなった。

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

BLS時
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
ALS時
・身体：異常所見なし
・カルテ：肺炎で入院していた。朝から
39度の熱が出ており、抗生剤の投与
していた。3日間尿も出なくなってい
た。肺癌ステージⅣ
・簡単な検査：血液ガスPaO284
PaCO255 pH 7,293 Lac3,6 Hb
13 K4.2 Na136  Cl 112
・家族：たまたま面会に来ていた（動揺
している）よくよく話しを聞くとも辛いこ
とはして欲しくないと家族全員の意向
＝DNAR

目標：情報収集を行い、治療することができる 
想定付与：Eさん93歳男性�既往）不明��現病歴：病棟廊下を歩いていたら動揺した家族に呼び止められて患者を意識がないから診て欲しいと言われた。

家族の発見により蘇生を開始したが、状況を踏まえて家族
に蘇生の有無を確認したか？動揺した家族のフォローを考え
たか？チームメンバーからの情報を共有したか？
状況からDNARが取得されているか確認することができた
か？

セッション5：PEA(HR 30)対象者：医師、看護師

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

BLS時
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
ALS時
・身体：外出血なし、皮膚はじっとり
湿っている
・カルテ：初診のため情報なし
・家族：4日前から階段昇降での呼吸
困難感があったが自宅で様子見てい
た。透析にも行くことができず1回休ん
でいた。昨日より左肩の痛み、胸部の
痛み出現してきたため1、2次外来受
診した。
・簡単な検査：血液ガスPaO2 94
PaCO235 pH 7,362�Na 134 K
4.2 Cl 112 Cr 6.4 Lac3.2 ラピ
チェック�陽性�トロポニン�1350（ROSC
後）心エコー：全周性に碧運動の低下
あり,胸水貯留なし、心嚢液貯留なし

BLS時
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
ALS時
・身体：タオルケットを開けると大量の
下血あり
・カルテ：HB＋（DNARオーダーなし）
ワーファリン内服中、本日のデータPT-
INR 6.3
・簡単な検査：血液ガス�PaO279
PaCO2 46 pH 7.163 Lac 3.1 Gul
96 Hb 3.8
・家族：連絡がつかない

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・3セット実施したら応援者到着
ALS時
・A/B：異常なし、職種に合わせた気道確保ができ換気できているか
評価できる・A/B気管挿管したら挿管後の確認を徹底・C：ルート確保
し、アルゴリズム通りに治療を行うことができる・D:原因検索を行い、
輸液負荷の指示とルート追加の指示が出せる・輸血の必要性を考え
ることができる・拮抗薬としてビタミンKの投与を考慮することができ
る
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

リーダー・メンバー治療がスムーズに行えるように意識したこ
とは？安全への配慮は何をしたか？
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杏林ICLS

達成可能な行動目標 患者情報 期待される受講生の行動 インストラクションポイント

・

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・状況から患者の経過を考えることができる
・治療の限界を見定めることができる
・治療中断に至った経緯をチームメンバーが納得できるように根拠を持って説明できる

セッション8：asystole��対象者：医師

目標：状態に適した治療方針を示すことができる

想定付与：Cさん60歳�男性�既往）不明�現病歴：夜中に井之頭公園で倒れているところを通行人に発見され、意識障害という情報で救急隊が搬送してきた患者。

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

一次救命
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
二次救命
・身体：瞳孔6.0あり、対光反射なし、
踵や背部に紫斑がある、体温28度
・カルテ:初診のため情報なし
・簡単な検査：血液ガスNa136 K8.7
Cl109 pH5.221     Lac 23,2 Gul
132
・家族：連絡取れていない
・挿管後のEtCO2は20分経過しても
8mmHg

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・3セット実施したら応援者到着 ・応援者到着してから1
サイクル終わったら病院搬送後30分経過したことを伝え、治療の限
界を意識させる。
ALS時
・A：下顎か固く喉頭展開が困難な状態
・B：異常なし、BVMで換気でも良い�C：ルート確保し、アルゴリズム通
りに治療をおこなうことができる�D：原因不明の心停止に対し原因検
索のためチームメンバーと協力し原因の検索ができる・治療に反応が
ない患者に対しいつまで治療を継続するのかがわかる
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族、
救急隊などから情報を得ようとすることができる

・時間管理はインストがタイムキーパー役の受講生に1分経
過したらシナリオ上2分経過したと伝えるように説明しておく
・下顎は固くなっており挿管が困難となっている
蘇生治療に反応が全くない患者に対しいつまで治療を継続
させるのか？（エンドポイントは？）チームビルディングで意識
したことは何か？チームメンバーの役割構成は良かったの
か？チームメンバーからもリーダーをサポートする意見が出
たか？リーダーはチームメンバーの意見を尊重していたか？

BLS時
・反応：なし
・呼吸：なし
・脈：なし
ALS時
・身体：タオルケットを開けると大量の
下血あり
・カルテ：HB＋（DNARオーダーなし）
ワーファリン内服中、本日のデータPT-
INR 6.3
・簡単な検査：血液ガス�PaO279
PaCO2 46 pH 7.163 Lac 3.1 Gul
96 Hb 3.8
・家族：連絡がつかない

《シナリオ終了後に受講生に備わって欲しい能力》
・チームメンバーと協働して、原因検索ができる
・わかりやすい言葉で怒鳴ったりせずに指示を出すことが出来る

1.蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

2.BLS（一次救命処置）に習熟する

4.心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

5.電気ショックの適応を判断できる

6.電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

7.状況と自分の技能に応じた気道管理方法を選択し実施でき

る

8.気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

9.状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

10.治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動に移すこ

とができる

BLS時
・急変に気づき応援要請ができる・効果的ななCPRを3セット以上行う
ことができる・3セット実施したら応援者到着
ALS時
・A/B：異常なし、職種に合わせた気道確保ができ換気できているか
評価できる・A/B気管挿管したら挿管後の確認を徹底・C：ルート確保
し、アルゴリズム通りに治療を行うことができる・D:原因検索を行い、
輸液負荷の指示とルート追加の指示が出せる・輸血の必要性を考え
ることができる・拮抗薬としてビタミンKの投与を考慮することができ
る
・心停止の原因検索のためにカルテ、簡単な検査、身体所見、家族
などから情報を得ようとすることができる

リーダー・メンバー治療がスムーズに行えるように意識したこ
とは？安全への配慮は何をしたか？
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資料１０	
 ICLS行動目標達成のための言語情報 
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資料１０	
 今後運用予定の前提テスト 
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ȚŻŴǣȖ#gĠÁ;ĝ*�ƶǻ�Ƙƛ8=Ǿ�1K� � � � � � � � � ț�

�� ȐÇƸǒƎĿ=şĘŭ,LŭOƜ!6C2F��

Ț�¯OÖĿ;ĨF!:�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ǆŸĿ=°ƂƯ=¢ >V=I ;*C,#�

Ț�ǀ � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�
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�� ƶȖ= ƪOƜ!6C2F��

ȚƶǴ�î=ƱȖ;ĮCM1 ƪ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧ=Œ*� ƪOƜ!6C2F��

ȚƶȖ�Ê¼� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧĿ=şĘŭOƜ!6C2F��

Ț°ƂƯ>ƲO�?,� � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧĿ=ĵÄƯ¯=Ġ>VE;ƪ%C,#�

ȚƶȖäǧ�Ê¼;ĠOǷ<6ƪC� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧ=Œ*�ţFOƜ!6C2F��

ȚȢ�ȣ13� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ŃÆ:ƶȖäǧ=k�}OƜ!6C2F��

Ț�	
 	
 ���	
 àȜ¼� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧcu�nAǬ#41KĽ#41K,L8:KǃC:�=#Ɯ!6C2F��

ȚŃÆ:ďĩ»ǹAċgM;C�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧĿ;:KäǧĊ;ƶȖAó´;ĝLCTÃOƩEL=#Ɯ!6C2F��

ȚƶȖäǧOó´;ƩEȊƸǳŠO©,� � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� �ÿÚØĿ;V=I :�cZA�L#Ɯ!6C2F��

Țęŋ=�cZ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� �ÿÚØOǈ Ŀ=°ƂƯ>V= ƪTǈ E8A��=#Ɯ!6C2F��

Țȑ¯� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� �ŐĵÛºƪ=�ÿÚØ=ƖȔ;5�6Ɯ!6C2F��

Ț}\jm~cZ�rjZr�w~cZ� � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� œĜŅÚØ>V=I ;Ǖ§*C,#�

ȚÚØA:�c=8*6ġ � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� °ƂƯ;ú*6Ƌİ�ÑúÑT=ĲŘOǈ 8:KǃC:�=T*H #�

Țęŋ�cZA�L� � � � � � � � � � � � � � ț�

�� }\jm~cZGrj[r�w~cZ¥ŹĿ;ǷǍ:}S�m>£T*H #�

Ț� ~cZvRjmO*4#Kǈ � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ǰ½;~cZF-LĹŜ;>V=I :ĹŜA�KC,#�

Ț
� Ŝ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ŃÆ:ĲŘAT%6�LĿ>°ƂƯ=ƶǵ>V=I ;:KC,#�

ȚǤCƶǵA�AL� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�
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�� ĲŘ,LĿ=Ȟà=Ù%ǦDĿǾ>V=ƕĄT*H #�

ȚȞàȞƓ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȞàƊ=ĲŘTƶǵA�Ag:#41Ŀ>V *C,#�

Ț·ŘǮƐªOǈ � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧO�ĸ*6ĲŘOǈ Ŀ=�ĸĿǾ>V=ƕĄT*H #�

ȚȞȝƓ�¶� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƶȖäǧ8ĲŘ=ŕŵOƜ!6C2F��

ȚȠȝȤȟ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

3.AEDȚǁÇ¢ëąȂƣÇÞțOò´;ĳ¤T%L 

�
�� AEDO¥Ź,L8%=°ƂƯ;ǒM6>�D:�gS��[>�5#�

Țďȉâ=Ǒň��a�jZOǈ Ŀ� � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� AEDsjnOǛ�,L8%=ƶȖäǧ>�ĸ*1B Aǃ�T*H #�

Ț�ĸ*6>�D:�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� 

� =a�jZƋĊ;ǈ A%ǈÇ>£T*H #�

ȚƋP;ƶȖäǧ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� AEDsjnO�5CTǛ46�M?I�T*H #�

ȚǆŸi��AÀƍ,LCT� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� AEDOǛ�,L8%=şĘŭOƜ!6C2F��

ȚǺþA:�#�¢ǊAūM6:�#�ǛKǅ>:�#�{�c��X�>:�#�ƶŖ>ìC:�#ț�

4.ď®őĿ=ȡ5=ďȉâŞĉOǕ§�¿ĸT%L 

�
�� ďȉâŞĉOǕ§,L1E=Ǘü>£ǗüAI�T*H #�

Ț4Ǘü� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ď®őŞĉ=ȡƖȔOƜ!6C2F��

ȚďȊő��

�ůƸĔďöȓĩ�ďöƣÇ� � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ďȊőOž418%;��pg�TƐǖ,A%¶øOƜ!6C2F��

Ț��n�ęĄ�Ǘü� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

5.ȉŘa�jZ=ǰđO¿ĸT%L 

�
�� ȉŘa�jZ=ǰđŞĉ>£T*H #�

ȚůƸĔďöȓĩ�ďöƣÇ� � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ďöȓĩŞĉ=Ŀ;>�:KƸOƐǖ*:DM?�D:�=T*H #�
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ȚƸA�L8%=ŚƆŜAǯ #g� � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȉŘa�jZȋǰđŞĉT=ƶȖäǧǽï>�5ǈ�C,#�

ȚŞĉǔĸĊƋP;ǽï,L� � � � � � � � � � � � ț�

6.ȉŘa�jZOò´#5Ɛõ;ǈ E8AT%L 

�
�� ȉŘa�jZǰđŞĉĿ=ȉŘa�jZ=gS��[>�5T*H #�

ȚƋP;ȉŘa�jZOõĺ,L� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȉŘa�jZOǈ 8%�ȟƌĔ8ËƌĔȂƣÇÞ/M0M=b���ĶOƜ!6C2F��

Ț�ƌĔȤ��	
 ��	
 	
 b���� ËƌĔȤ�	
 	
 ���	
 b���� � � � � � � ț�

�� ~p�Q�ąȂƣÇÞ=ȉŘa�jZĳ¤ĹŜOȏOǨ46ǘľ*6C2F��

Țb���Ķ=ejm�sn�=ÐK»*�°ƂƯ@=sn�=äƍ�²ȉ|g���

ò´Ɛǖ�łƤŞĉ�a�jZ|g��ȂƣÇÞ@sn�Oĝ,� ț�

�� ȉŘa�jZOǈ 8%=sn� ƪOƜ!6C2F��

ȚÓÁƶǴ8Ā¯ƶǴ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� a�jZOǈ Á;ǪȉOǃC,L1E;¥Ź,LŲ>£T*H #�

Țlvsjn� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� sn�¥ŹĿ=şĘ�ȎOƜ!6C2F��

Țsn�Öé=İǒàǲ�²ȉ�;°ƂƯ#gsn�Oȇ,�sn�=Ɨ�šǭ� � � � � � ț�

�� sn�¥Ź*18%=sn�¥ŹƯ=Ġ±=a�jZĹŜOƜ!6C2F��

Ț�ĠTsn�Oģī*�űĹ=ǏĬT6=²ȉ|g�OĨ,9²ȉAó�*1g�

�Ġ=ǏĬTÖĿ;�=|g�OÖĿ;Ĩ,9a�jZĊ>ƋP;sn�OȂƣÇÞ;ĝ,� ț�

�� ȉŘa�jZOõĺ,LÁ=ò´Ɛǖ>£OƐǖ*C,#�

ȚĖƯGzjn;´6=ĵÄƯAǒM6:�#�ǶơA°ƂƯ#gȇM6�L#Ɛǖ,L� ț�

�� ȉŘa�jZõĺƋĊ�°ƂƯ;ĐǍ:E8>V=I :ǈÇT,#�

ȚƶȖäǧ=·ǽ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ~p�Q�ąȂƣÇÞT AEDsjn¥Ź,Lł¾;£O*C,#�

ȚȂƣÇÞ=sn�=^qZg�O 

� Ź;�DŁ!L9� � � � � � � � � � � ț�

�� ~p�Q�ąȂƣÇÞ;"�6�²ȉ�;ŘO5DLE8OƜ!6C2F��

Țsn�OƗ�šǭF-:�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ²ȉĊ;a�jZǰđŞĉT>:#418%;>£O*C,#�

Ț¶ǴĴȉ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȂƣÇÞ=sn�TďȉâŞĉO»ÃF-LĹOƜ!6C2F��
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Țsn�Ǘü;½KŁ!�sn�O°ƂƯ=ƶǴ;Ĉ6L� ț�

7.Ŵś8ǁ¼=ĢƷ;đH1ŘǮƝŶĹŜOǱħ*õĺT%L 

�
�� ŽŲ;ILƙĕT�ŘǮƐªĿ=şĘŭOƜ!6C2F��

ȚÑƻ¶=ŽŲƐǖ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȗĄ:ŘǮƐª�ëTŘǮƐªŲÜ;>£A�KC,#�

ȚƥșVQTUS�ƥÑVQTUS� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȗĄ:ŘǮƐªOǈ 8%=°ƂƯ=}ba�p�[>V=I :c=A�KC,#�

ȚcpjvR�[}ba��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȁ¶=ĵēX�m¶;�LȗĄ:ŘǮƐªÞµ;>£A�KC,#�

ȚįƝi��w� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȗĄ:ŘǮƐª;¥Ź,LŲÜOȟ«Ɯ!6C2F��

ȚįƝi��w�cgS�jm�ưǔÞ��ǶÈŬơŎƎÞ�ŪŨf���rSmw�jZƚ� � ț�

8.ŘǮAƐõ;ƐªT%6�L#V #O¿ĸT%L 

�
�� ŹĠƈ;ĲŘO*18%=ǐù}S�mOƜ!6C2F��

ȚƶǵAǤC�A46�L#Ɛǖ,L� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȗĄ:ŘǮƐªO*18%;Ɛǖ,Lǐù}S�mƜ!6C2F��

Ț�¯ƶǵ=�AK�ƵŝȍAưÐFM:��i��w=ŀK��ǶÈŬơŎƎÞ=¥Ź� ț�

�� űƴįƝ>V=I ;¿ĸ*C,#�

ȚƶǵAűĹ*#�Ag:�� � � � � � � � � � ț�

�� ȕǮįƝFM18%=¿ĸ>V=I ;ǈ�C,#�

ȚƵŝȍ=ưÐ�ƶǵA�Ag:�� � � � � � � � � � ț�

�� ȕǮįƝFM18%=úđOƜ!6C2F��

ȚįƝi��w=ĦÎ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ŘǮƐª=ƐõĔOȗEL1E;¥Ź,LÞµ;>:;A�KC,#�

Ț�ǶÈŬơŎƎÞ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

9.Ŵś;đH6ǰ½:ǅÂOǰ½:ĹŜTĤ�T%L 

�
�� ǆŸĿ;ĐǍ:Qn�o��=Ĥ�ǹOƜ!6C2F��

ȚȞ32� � � � � � � � � � � � ț�

�� ǆŸ;¥ŹFMLĥ�ķƸǅOȞ«Ɯ!6C2F��

ȚQ�Wh����nXS��pvUX��m�~[qaT�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�
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�� a�jZǰđŞĉĿ=¾à=Qn�o��Ĥ�=gS��[OƜ!6C2F��

Ț¾àa�jZĊ=Ő=�d�iUjZĿ;ĐǍ:g?Ĥ�� � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� Qn�o��>ÊŤŅOƜ!6C2F��

ȚȠ�Ȣ¼� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ǅÂÆŊOĽEL1E;V=I :ǈÇO*C,#�

ȚQn�o��Ĥ�Ċ=ŸȕĊĨ*G�Ƴĭ�� ț�

�� ȈŚĔ 0��0/ >V=I :ŴĚT*H #�

Ț� à��=a�jZĊcīƧ:�*·Ƈ,L 0��0/� � ț�

�� a�jZȋǰđŞĉ=çÕ=Qn�o��Ĥ�=gS��[OƜ!6C2F��

ȚȊƸǡƐªĊƋP;Ĥ�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� Qn�o��Ĥ�ǾȅOƜ!6C2F��

ȚȠ�Ȣ¼� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

10.ŚƆÒƷ:ď®ő=ÍáOƎK�ÍáŎƢOǈÇ;Ɣ,E8AT%L 

�
�� ď®ő=Íá8ǓNML ���/ OƜ!6C2F��

Ț¡Ƕơ�čŷǇŢǹ=Ťý�¡�ȗX�T�Ǉƃ�¡¢ť�ƨćĔŘƶ�ďg�}o�l��

ēĔ�Ŕ�ēĔ¸ƃ¬Ƭ�ƴǇōèōƃ� ț�

�� ď®ő=ÍáŎƢ=1E;£#gėæÏȆT%C,#Ȟ5Ɯ!6C2F��

ȚX�k�Ǣ¢�÷Ļ�ƞË:ŎŌ:V� � � � ț�

�� íǹ»Ǉ;ILŎŌƦŊ=ųĎ>V=I :c=A�KC,#�

Țy�[�t�=¡�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� íǹ»Ǉ;ILǢ¢ğǎ=ųĎ>V=I :c=A�KC,#�

ȚƽǴƾȄ�íǹ�Ǉ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� íǹ=»Ǉ;ILď®őĿ=ǥŢĤ�>V=I ;*C,#�

ȚēǫǥŢĤ�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� íǹ»Ǉ=�cZ=�LǅÂ>V=I :c=A�KC,#�

Țĥ¹ãǅ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ¹ãƷŽĂĿ=Īĥǅ;>V=I :c=A�KC,#�

Țtg�� ��x�g��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ŎŌƦŊTď®ő;ǿ¨,LȉǑǜ;>:;A�KC,#�

ȚX�T�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȗX�T�Ǉƃ=ÍáƁĖ;>:;A�KC,#�
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ȚěĔƺ�´� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ěĔƺ�´ĖƯ=Ǣ¢ƈųĎ;>:;A�KC,#�

Ța��m�šƼ:V� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ȗX�T�ǇƃĿ=úºĹŜ;>£A�KC,#�

Ț[�^�cS�c��ƆŜ�ƨēǩň� � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ¡¢ťOĆ%ǝE,Íá;>£A�KC,#�

Țŧř�ǸëT=ǼĿǾ ��
 :V� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ¡¢ťTď®őOŸH18%=ǇŢŎŌƦŊ=ųĎ>£A�KC,#�

ȚȉǑǜ�¹ãƠŽĂ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ¡¢ťĿ=úđĹŜ;>£A�KC,#�

ȚŖāC1>ȉŘŖā;ILªť�ťE1ǥŢ=Ĥ��ƥșƵƝ#g=ťřĤ�� � � � � ț�

�� ƨćĔŘƶ=Íá8Ʈ!gMLc=>£A�KC,#�

ȚƶǴë°�ƶƻn���į³��0 į³� � � � � � � � � � � ț�

�� ƨćĔŘƶ=Ǣ¢ƈğǎ>V=I :c=A�KC,#�

ȚȒȊƸ=Ēć�Ɖ�ŘƼ�ĲŘĿ;ƶǵAűĹ=Dĭ�� � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƨćĔŘƶOǎ5DL1E=ŎŌ;>£A�KC,#�

Ț��m]�ŎŌ� � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƨćĔŘƶ=úºĹŜ>V=I :c=A�KC,#�

ȚƨēƹŘ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ďg�}o�l=Íá;>£A�KC,#�

ȚƶǴë°�íÇƸƅƏǌ:V� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ďg�}o�lOǎ5DL1E=ŎŌ;>£A�KC,#�

ȚďƿǞȍŞ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ďg�}o�lĿ=úº;>V=I :c=A�KC,#�

Țďßn�o�b� � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ƟƒƁĖĖƯAíǹńŹ;IKď®őOĆ%ǝE,ÒƷĔ=�LǅÂȞ5Ɯ!6C2F��

Ț�ŷƠ 5ǅ�^XS�� � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� Șǅ�ŔƯ�ƟƒƁĖĖƯ=Ǣ¢ƈųĎ;>£A�KC,#�

ȚşûǠ��cmXjm:V� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� Șǅ�ŔƯ�ƟƒƁĖĖƯOǎ5DL1E=ėæÏȆ;>V=I :c=A�KC,#�

ȚƗ= �/� a�m=Ńů:V� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� Ǉō;ILď®ő=ǇŢŎŌ=ųĎ;>£A�KC,#�
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Ț�hS~�ȗ­� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� ǇōƇŸ=ÍáOȞ5Ɯ!6C2F��

ȚďĞƣÇ�ǼŅǀă:V� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� X�kA�M?Ǉō=ðåOƑ,l�g8*6>£A�KC,#�

ȚǞȍŞŎŌ;IL �0/ :V� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ț�

�� �ƳǇōOƇƃ*6�LĖƯ=Ǣ¢ƈųĎ;>£A�KC,#�

Ț�Ƴ=ƀƄ�ǄǙêÈ�űǟ=ƼM� � � � � � � � � � ț�

�� Ǉō;ILď®őĿ=úđOȞ5Ɯ!6C2F��

ȚǇōŦǑǅ=Ĥ��Xk�k�ŚƆ� � � � � � ț�

 
 


